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1. 本文書について 

 

本文書は、LifeKeeper for Windows 8.10.1 を用いて、Oracle 社製データベース Oracle 

Database 19c を 2 台のサーバーで構成される Active/Standby 型 HA クラスターシ

ステムとして構築する手順を記載したものです。 

 

なお、以降ではこのクラスターシステムを単に「HA クラスター」と記載します。 また、

「Oracle Database」を「Oracle」と記載することがあります。 

 

本文書に含まれる情報は、公表の日付におけるサイオステクノロジー株式会社の考え方に

基づいています。サイオステクノロジー株式会社は記載されている内容をお約束している

わけではありません。また、それらの内容を保証するものでもありません。本文書は情報提

供のみを目的としています。また、記載内容は予告無く変更する場合があります。予めご了

承ください。 

 

本文書を作成するにあたり動作検証を実施していますが、お客様の要件に沿った動作や結

果が得られるかについては、必要に応じて十分な検証を実施いただくことを推奨します。 

 

LifeKeeper for Windows / Single Server Protection 製品に関する詳細は SIOS 

Technology, Inc. より提供されている各種技術ドキュメントを参照してください。 

 

• LifeKeeper for Windows リリースノート v8.10.1 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-

windows-release-notes  

• LifeKeeper for Windows テクニカルドキュメンテーション v8.10.1 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-

windows-technical-documentation  

• LifeKeeper for Windows インストレーションガイド v8.10.1 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-

windows-installation-guide  

 

[手順の記載について] 

• 「<ORACLE_SID>」の箇所は、実際の ORACLE_SID の値に置き換えてください。 

• 「<ORACLE_HOME>」の箇所は、実際のORACLE_HOMEの値に置き換えてくださ

い。 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-release-notes
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-release-notes
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-technical-documentation
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-technical-documentation
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-installation-guide
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-installation-guide
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2. 想定するシステム構成と要件 

 

本文書が想定するHAクラスターシステムの構成と要件について説明します。 

 

2.1. システム構成 

 

本文書の記載対象は HA クラスターの構成手順ですが、設定作業や動作確認などの目的で、

HAクラスター以外にいくつかの構成要素が必要です。 

これらを含めたシステム全体の構成を以下に示します。 

 

図 1 システム全体の構成 
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• HAクラスターはD サーバー1、D サーバー2から構成されています。 

• D クライ ントの Oracle Client から、Oracle インスタンスに Oracle  et   

 Oracle リ ート   します。 

• ドメイン構成の場合、D サーバー1、D サーバー2は、Active Directory ドメイン

 ントローラで管理される Active Directory ドメインに参加します。ドメインユー

ザーの 用・管理など、Active Directory 固有の動作は、Active Directory ドメイン

 ントローラと連携することで実現されます。 

 

本文書は、D サーバー1、2から構成されるHAクラスターの構成手順を記載します。D 

クライ ント、Active Directory ドメイン ントローラの構成手順については記載しませ

ん。 
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2.2. HAクラスターの構成 

 

本文書に記載した構成手順は、以下の2つの構成のHAクラスターを対象とします。 

 

• 共有ストレージ構成 

• レプリケーション構成 DataKeeper  

 

ただし、共有ストレージ構成を基本として記載し、レプリケーション構成については、それ

に特有の箇所を都度補足する形で記載します。 

 

図 2 共有ストレージ構成 

 
• 2 つの D サーバーと共有ストレージから構成されます。 

• 2 つのサーバーのうち、いずれか 1つがActive となり、Active サーバーで 想 IP 

ドレス、Oracle リス ー、Oracle インスタンスが起動します。Active でないサーバー

は Standby となり、Standby サーバーではOracle インスタンスは起動しません。 

• LifeKeeper for Windows 用 Oracle Recovery Kit の制約により、Oracle リス ーの

名前はOracle インスタンスのSIDと同じにする必要があります。 

• 共有ストレージにデータベース構成ファイルおよび SPFILE サーバーパラメーター
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ファイル を配置します。 

• 各D サーバーのローカルストレージにOracleソフトウェ  ORACLE_HOME を配

置します。 

• 各サーバーは 2 つの  IC   ト ークインタフェースカード を持ち、独立した

  ト ークセグメントである"Public   ト ーク"、"Private   ト ーク"に 

 します。Public   ト ークには、 想 IP  ドレス  IP を構成し、Oracle リ

 ート   Oracle  et Services と LifeKeeper の制御  ミュニケーションパス 

に 用します。Private   ト ークは LifeKeeper の制御  ミュニケーションパ

ス のみに 用します。 

• Oracle クライ ントから Oracle インスタンスに  する際に 用する IP  ドレス

には、Public   ト ークに構成された 想 IP ドレスを指定します。 想 IP ド

レスはActive サーバー上で起動しているため、Oracle クライ ントは、Active サー

バー上のOracle インスタンスに  できることになります。 

 

図 3  レプリケーション構成（DataKeeper） 

 
 

• 共有ストレージ構成と似た構成ですが、共有ストレージの代わりに、通常のストレー
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ラー化された リュームを構成します。 

• Private   ト ークをDataKeeper レプリケーションに 用します。 

 

Active/Standby 型クラスター特有の動作として、フェイルオーバーとスイ チオーバーが

あります。これらの働きにより、Active/Standby 型クラスターはシステムの可用性を高め

ています。 

 

図 4 フェイルオーバー 
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が判断した場合、これまで Standby だったサーバーが新しい Active サーバーとなり、こ

のサーバーで Oracle インスタンスおよび Oracle リス ーが起動されます。 想 IP  ド

レスも新しい Activeサーバーに移動されます フェイルオーバー 。 

フェイルオーバー実行後に、Oracle クライ ントから Oracle インスタンスに  しよう

とすると、新しい Activeサーバーで起動している Oracleインスタンスに  されます。 

 

フェイルオーバーと似た機能として、スイ チオーバーがあります。スイ チオーバーも

Oracle インスタンスおよび Oracle リス ー、 想 IP  ドレスが動作するサーバーを変更

しますが、障害発生 に自動的／突発的に実行されるのではなく、システム管理者の操作に

 2024   -                            

D サーバー1 D サーバー2

Public  ト ーク

 IC  IC

LifeKeeper

Private  ト ーク

 IP

Oracle
インスタンス

Oracle
リス ー

 IC  IC

共有ストレージ

保 対象 リューム

SPFILE

データベース
構成ファイル

ORACLE
_HOME

LifeKeeper

ORACLE
_HOME

 IP

Oracle
インスタンス

Oracle
リス ー



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

11 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

より計画的／意図的に実行されるものです。スイ チオーバーは、サーバーのメンテ ンス

などの状況で 用されます。 

 

2.3. LifeKeeper GUI 

 

本文書では、LifeKeeper の構成および管理に、LifeKeeper GUI を 用します。LifeKeeper 

GUI は LifeKeeper に同梱されており、 用にあたってソフトウェ を追加でインストー

ルする必要はありません。 

LifeKeeper GUI を うと、Windows デスクト プ環境で LifeKeeper の構成および管理作

業を実行できます。 

本書では LifeKeeper GUI のクライ ントとしてスタンド ロンの Java プリケーション

を用いて説明します。 

 

2.4. ソフトウェア構成 

 

本文書が想定するソフトウェ とバージョンを以下に示します。 

 

• LifeKeeper for Windows 8.10.1 

• DataKeeper for Windows 8.10.1 

• Windows Server 2019 または 2022 

• Oracle Database 19c  19.2   Standard Edition 2 または Enterprise Edition 

 

実システムでHAクラスターを構成する場合は、以下の情報を参考に、インストール要件を

満たしているかを必ず確認してください。 

 

• LifeKeeper for Windows サポートマトリ クス 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-

windows-support-matrix  

• Oracle Database データベース・インストレーション・ガイド 19c for Microsoft 

Windows 

https://docs.oracle.com/cd/F191 6_01/ntdbi/index.html  

• Oracle Database データベース・リリース・ノート 19c 

https://docs.oracle.com/cd/F191 6_01/rnrdm/index.html  

• My Oracle Support の動作要件ページ  クセスには有償サポート契約が必要  

https://support.oracle.com/  → 「動作保証」 

 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-support-matrix
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-support-matrix
https://docs.oracle.com/cd/F19136_01/ntdbi/index.html
https://docs.oracle.com/cd/F19136_01/rnrdm/index.html
https://support.oracle.com/
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Oracle Database 19c とWindows Server の動作保証の関係は以下のとおりです 参考の

ため記載。最新情報は上記情報を参照してください 。 

 

• Windows Server 2019 : 特に制限なし 19c のベースリリース19. から対応  

• Windows Server 2022 : 19.1 以降で対応 

 

Oracle Database 19cのパ チであるRUおよび、RU適用に必要なユーティリティOPatch

の最新版を入手するには、My Oracle Support   https://support.oracle.com/  に クセ

スできる必要があります。My Oracle Support に クセスするには、一般に有償サポート

契約が必要です。 

 

Oracle Database は、Windows Server のサーバー・  ・オプションをサポートしてい

ません。 

 

  

https://support.oracle.com/
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2.5. ネットワーク構成 

 

本文書が想定する  ト ークの構成を示します。 

 

 D サーバー#1 D サーバー#2 

 ンピューター名 db1 db2 

Public   ト ーク  

   IC 名 “イーサ  ト” “イーサ  ト” 

  物理 IP  ドレス 10.0. 7.91/2  10.0. 7.92/2  

   想 IP  ドレス 10.0. 7.99/2  

Private   ト ーク  

   IC 名 “イーサ  ト 2” “イーサ  ト 2” 

  物理 IP  ドレス 10.1. 7.91/2  10.1. 7.92/2  

 

図 5 ネットワーク構成 

 
• 各D サーバーには2つの IC “イーサ  ト”、“イーサ  ト 2” を設置し、独

立した  ト ークセグメントである「Public   ト ーク」、「Private   ト ー

ク」に  します。 
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• Public   ト ークには、 想 IP  ドレスを構成し、Oracle リ ート   Oracle 

 et Services と LifeKeeper の制御に 用します。 

• Private   ト ークは LifeKeeper の制御に 用します。レプリケーション構成の場

合、DataKeeper レプリケーションで 用します。 

•  想 IP  ドレスは、LifeKeeper で IP リソースを作成することで構成されます。

LifeKeeper マニュ ルでは、 想 IP  ドレスのことを「切り替え可能な IP  ドレ

ス」と呼ぶことがあります。 

•  想 IP  ドレスは、Active サーバーで起動します。フェイルオーバーおよびスイ 

チオーバーの際には、Active サーバーの変更にともない、 想 IP ドレスの起動サー

バーも変更されます。 

• Oracle クライ ントから Oracle インスタンスに  する際に 用する IP  ドレス

には、 想 IP ドレスを指定します。 

• ファイ ウォールの許可設定については  .2.7 で説明します。 

 

2.6. ストレージ構成 

 

本文書が想定するストレージの構成を以下に示します。  形態に、ローカルディスクと共

有ディスクがあることに注意してください。 

 

共有ストレージ構成の場合 

   形態 ドライブ名 サイズ 

システム用ディスク ローカル C: 200G  

Oracleソフトウェ 用ディスク ローカル D:  00G  

Oracleデータベース用共有ディスク 共有 E: 100G  

• 上記ディスクは TFS でフォーマ トします。 

 

レプリケーション構成の場合 

   形態 ドライブ名 サイズ 

システム用ディスク ローカル C: 200G  

Oracleソフトウェ 用ディスク ローカル D:  00G  

Oracleデータベース用共有ディスク ローカル E: 100G  

• 上記ディスクは TFS でフォーマ トします。 

• Oracle データベース用ディスク E: は、DataKeeper によりサーバー間でミラーさ

れ、疑似的な共有ディスクを構成します。 

 

上記よりも小さいサイズのディスクを 用することもできます。ただし、LifeKeeper およ

びOracle Database が求めるディスク領域要件を満たすサイズにしてください。 
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• LifeKeeper for Windows のディスク領域要件: 7 0M  

• DataKeeper for Windows のディスク領域要件:   M  

• Oracle Database 19c のディスク領域要件 

• 一 ディレクトリ : 1G 以上 

• Oracle ソフトウェ : 6. G 以上 

• Oracle データベース: データベースに格納するデータのサイズに応じて決定され

る。検証用途などで格納されるデータのサイズが小さい場合でも、一般に最低で

2G 程度は必要。 

 

2.7. Active Directory構成 

 

本文書が想定する Active Directoryの構成を以下に示します。 

 

ドメイン名  D S  adtest.contoso.com 

ドメイン名   et IOS 名  ADTEST 

• ドメイン構成の場合、D サーバー1、D サーバー2は、上記Active Directory ドメ

インに参加します。 

 

その他補足 

• 本書では、ドメイン構成 Active Directory を 用する構成 、 ークグループ構成

 Active Directory を 用しない構成 の両方について説明します。 ークグループ

構成の場合、Active Directory を構成する必要はありません。 

• 本書では、Active Directory の構成に関わるドメイン ントローラの構成、D サー

バー1、D サーバー2がドメインに参加する手順については説明しません。 

 

2.8. Windowsユーザー構成 

 

本文書が想定するWindows ユーザーの構成を以下に示します。 

 

ドメイン構成の場合（ ctive Directory 使用） 

役割 ユーザー名 種別 

管理用ユーザー ADTEST\domainadm1 

 domainadm1@adtest.contoso.com  

ドメイン 

ユーザー 

LifeKeeper/DataKeeper localadm1 ローカル 
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サービス用ユーザー ユーザー 

Oracle ホームユーザー ADTEST\orasv 

 orasv@adtest.contoso.com  

ドメイン 

ユーザー 

• ローカルユーザーの構成は、D サーバー1、D サーバー2で同一にすることを推奨

します。 

• LifeKeeper/DataKeeper サービス用ユーザーは、D サーバー1、D サーバー2 で

同じユーザー名および同じパス ードとする必要があります。 

 

ワークグループ構成の場合（ ctive Directory 不使用） 

役割 ユーザー名 種別 

管理用ユーザー localadm1 ローカル 

ユーザー 

LifeKeeper/DataKeeper 

サービス用ユーザー 

localadm1 ローカル 

ユーザー 

Oracle ホームユーザー LocalSystem 事前定義済み 

ユーザー 

• ローカルユーザーの構成は、D サーバー1、D サーバー2で同一にすることを推奨

します。 

• LifeKeeper/DataKeeper サービス用ユーザーは、D サーバー1、D サーバー2 で

同じユーザー名および同じパス ードとする必要があります。 

• LocalSystem は Windows に事前定義されている Windows サービス稼働用の特殊

なユーザーです。 

 

2.8.1. 管理用ユーザー 

 

管理用ユーザーは、Windows デスクト プ環境にログオンし、以下の作業を実行するため

に 用します。 

 

• LifeKeeper のインストールおよび管理作業 

• Oracle のインストールおよび管理作業 

 

管理用ユーザーは、D サーバー1、2の Administrators ローカルグループに所属させ、D 

サーバー1、2に対する管理権限を付与します。 

 

本書では、管理用ユーザーに事前定義済みの Administrator ユーザーではなく、新規に作
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成したユーザーを 用します。管理用ユーザーに Administrator ユーザーを 用すること

も可能ですが、本書ではこの構成については説明しません。 

 

2.8.2. LifeKeeper/DataKeeper サービス用ユーザー 

 

LifeKeeper/DataKeeperサービス用ユーザーはLifeKeeper/DataKeeper関連のWindows

サービスの動作に 用されます。LifeKeeper/DataKeeper インストール に指定します。 

 

LifeKeeper/DataKeeper サービス用ユーザーは、Administrators ローカルグループに所属

するローカルユーザーとして DB サーバー1、DB サーバー2 に作成し、同じユーザー名お

よび同じパス ードとします。 

 

2.8.3. Oracle ホームユーザー 

 

Oracleホームユーザーは、Oracle関連のWindowsサービスの動作に 用されます。Oracle

インストール に指定します。このユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンする

ことは原則的にありません。 

 

2.9. Oracle Database構成 

 

本文書が想定するOracle Database の構成を以下に示します。 

 

バージョンおよびエディション Oracle Database 19c  19.2   Standard Edition 2 

または Enterprise Edition 

インベントリ C:\Program Files\Oracle\Inventory 

ORACLE_ ASE D:\oracle 

ORACLE_HOME D:\oracle\product\19.0.0\dbhome_1 

Oracle 用 OS ユーザー 2.8 に記載された管理用ユーザー 

 ドメインユーザーADTEST\domainadm1 または 

  ローカルユーザーlocaladm1  

 

CDB（マルチテナント）の場合 

Oracle データベース 

グローバル・データベース名 orclcdb 

SID  ORACLE_SID  orclcdb 
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PD 名 orclpdb1, orclpdb2 

構成ファイルの基点ディレクトリ E:\oracle\oradata 

高速リカバリ領域の基点ディレクトリ E:\oracle\fast_recovery_area 

 

Oracle リス ー 

リス ー名 orclcdb 

リスニング IP  ドレス 10.0. 7.99   想 IP  ドレス  

ポート番号 1 21  TCP  

• LifeKeeper for Windows 用 Oracle Recovery Kit の制約により、Oracle リス ーの

名前はOracle インスタンスのSIDと同じである必要があります。 

 

非CDB（従来型）の場合 

Oracle データベース 

グローバル・データベース名 orcl 

SID  ORACLE_SID  orcl 

構成ファイルの基点ディレクトリ E:\oracle\oradata 

高速リカバリ領域の基点ディレクトリ E:\oracle\fast_recovery_area 

 

Oracle リス ー 

リス ー名 orcl 

リスニング IP  ドレス 10.0. 7.99   想 IP  ドレス  

ポート番号 1 21  TCP  

• LifeKeeper for Windows 用 Oracle Recovery Kit の制約により、Oracle リス ーの

名前はOracle インスタンスのSIDと同じである必要があります。 

 

その他補足 

• Oracle 18c で導入された新機能である、読取り専用の Oracle ホームは 用しませ

ん。 

• D CA を 用してデータベースを作成します。 
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2.10. その他の要件および留意点 

 

2.10.1. インストール要件 

 

LifeKeeper for Windows およびOracle Database について、以下のマニュ ルに記載さ

れたインストール要件を満たすように構成してください。 

 

• LifeKeeper for Windows リリースノート v8.10.1 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-

windows-release-notes  

• LifeKeeper for Windows インストレーションガイド v8.10.1 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-

windows-installation-guide 

• Oracle Database データベース・リリース・ノート 19c 

https://docs.oracle.com/cd/F191 6_01/rnrdm/index.html  

• Oracle Database データベース・インストレーション・ガイド 19c for Microsoft 

Windows 

https://docs.oracle.com/cd/F191 6_01/ntdbi/index.html  

 

2.10.2. Windows UAC（「管理者として実行」） 

 

Windows Server 2008 以降でUAC ユーザー カウント制御 が導入されており、デフォ

ルトでは、Administrators 以外のユーザーは権限昇格しないと管理者権限が適用されませ

ん。 

大抵の場合、権限昇格は 用者の意図通り適切に行われますが、いくつかのケースでは 用

者の意図に反して適切に権限昇格しないことがあります。 

本書では、管理用ユーザーで管理者権限が必要な様々な操作を実行しますが、この種のトラ

ブルを避けるため、以下のように操作し、明示的に権限昇格することをお勧めします。 

 

• スタートメニューやエクスプローラからプログラムを起動する場合は、プログラムの

 イ ンを右クリ クして「管理者として実行」を選択し、明示的に権限昇格してプ

ログラムを起動する。 

•  マンドプロンプト、PowerShell など対話的なシェルを起動する場合も同様に、 

イ ンを右クリ クして「管理者として実行」を選択し、明示的に権限昇格してシェ

ルを起動する。権限昇格したシェルから実行した マンドは、管理者権限が適用され

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-release-notes
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-release-notes
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-installation-guide
https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-installation-guide
https://docs.oracle.com/cd/F19136_01/rnrdm/index.html
https://docs.oracle.com/cd/F19136_01/ntdbi/index.html
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ます。 

逆に、権限昇格していないシェルから実行した マンドは、一般に管理者権限が適用

されないことに注意してください。 

 

2.10.3. アンチウィルスソフトウェアを使用する場合 

 

 ンチウィルスソフトウェ を 用する場合は、以下のマニュ ルに記載されたディレク

トリをウィルスチェ クの対象から除外してください。 

 

• LifeKeeper および DataKeeper for Windows で ンチウィルスソフトウェ を 

用する場合の除外リスト 

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/installing-core  

 

2.10.4. その他実行環境について 

 

• LifeKeeper GUI、Oracle Database 関連の管理ツールを操作するために、管理用ユー

ザーでWindows にログオンして、Windows デスクト プ環境を 用します。 

ドメイン構成の場合と ークグループ構成の場合で、ログオン に指定するユーザー

の種類が異なる ドメインユーザーまたはローカルユーザー 点に注意してください。 

 

  

https://docs.us.sios.com/sps/8.10.1/ja/topic/installing-core
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3. 導入手順 

 

以降では DBサーバーを単に「サーバー」と記載します。 

 

3.1. サーバーおよびストレージ、ネットワークの準備 

 

2. に記載した構成および要件を満たす形でサーバーおよびストレージ、  ト ークを準

備してください。 

 

以下に留意事項を記載します。 

 

• 2.    ト ーク構成 

 想 IP ドレスは、LifeKeeper で IPリソースを作成することにより構成されます。

この 点で 想 IP  ドレスが存在している必要はありません。 

 

3.2. サーバーのOS設定 

 

3.2.1. ホスト名前解決の構成 

 

hosts ファイルや D S などを用いて、クラスターを構成するサーバーのホスト名が IP  

ドレスに解決できるように構成します 名前解決の構成 。 

 

本文書では、hosts ファイルで名前解決を構成します。両サーバーの hosts ファイルに以下

のエントリを記載します。 

 

10.0.57.91   db1 
10.0.57.92   db2 

 

Windows で hosts ファイルは以下のファイルパスにあります。 

%Systemroot%¥System32¥Drivers¥Etc¥hosts 

通常、%Systemroot% = C:¥Windows です。また、編集には管理権限が必要です。 

 

なお、D S で名前解決を行う場合は、D S サーバーに同様の情報を構成します。D S の

構成手順は本文書の対象外とします。 
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ホスト名を指定して ping マンドを実行することで、名前解決および  ト ークの疎通

を確認できます。以下に実行例を示します。 

C:¥Windows¥system32>ping db2 
 

db2 [10.0.57.92]に ping を送信しています 32 バイトのデータ: 

10.0.57.92 からの応答: バイト数 =32 時間 <1ms TTL=128 

10.0.57.92 からの応答: バイト数 =32 時間 <1ms TTL=128 

10.0.57.92 からの応答: バイト数 =32 時間 <1ms TTL=128 
 

10.0.57.92 の ping 統計: 

    パケット数: 送信 = 3、受信 = 3、損失 = 0 (0% の損失)、 

ラウンド トリップの概算時間 (ミリ秒): 

    最小 = 0ms、最大 = 0ms、平均 = 0ms 
Ctrl+C 
^C 
C:¥Windows¥system32> 

 

なお、 想 IP  ドレス LifeKeeper IP リソース は導入作業着手 点では未作成の状態

であり、存在しないため、現 点では疎通確認は実行できません。 

 想 IP ドレスに対する疎通確認は、LifeKeeper IP リソースの作成後に実行します。 

 

3.2.2. NICメトリック設定 

 

LifeKeeper GUI の動作遅延問題を回避するため、複数の IC を持つサーバーでは、各 IC

にインターフェースメトリ ク値を手動設定し、Public   ト ーク側の  IC の優先順位

が最上位になるように構成します。 

 

1. 「  ト ーク  」 ントロールパ ル  プレ トを起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“ncpa.cpl”  
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2. Public   ト ーク側の IC “イーサ  ト” を右クリ ク → 「プロパティ」を選択

します。 
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3. 「プロパティ」ダイ ログで「インター  ト プロト ル バージョン  TCP/IPv  」

を選択し、「プロパティ」をクリ クします。 
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4. 「詳細設定」をクリ ク 
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5. 「自動メトリ ク」の設定を外し、インターフェース メトリ クに「1」を入力し「OK」

をクリ クします。 いて表示されるダイ ログについても「OK」などを入力して、ダ

イ ログを閉じます。 
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6. Private   ト ーク側の  IC “イーサ  ト 2” に対しても同様の操作を行い、イン

ターフェース メトリ クに「2」を入力し「OK」をクリ クします。 いて表示される

ダイ ログについても「OK」などを入力して、ダイ ログを閉じます。 

 
 

3.2.3. domainadm1ドメインユーザーの作成 - ドメイン構成の場合 

 

サーバー1 とサーバー2 の管理権限を持つ domainadm1ドメインユーザーを作成します。 

本ユーザーは、ドメイン構成の場合に、LifeKeeper と Oracle のインストールおよび管理作

業を実行する管理用ユーザーとして 用します。 

 

• ドメイン構成の場合に実行します。 

 

1. Administrator ユーザーなど、管理権限を持つドメインユーザーでドメイン ントロー
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ラにログオンします。 

2. 「Active Directory ユーザーと ンピューター」を起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“dsa.msc”  

3. 「Active Directory ユーザーと ンピューター」の左側のツリーから管理対象となるド

メイン ”adtest.contoso.com“  → 「Users」を選択して、右クリ ク → 「新規作

成」 → 「ユーザー」をクリ ク 
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4. 「新しいオブジェクト - ユーザー」ダイ ログが表示されるので、以下を入力し、

domainadm1ドメインユーザーを作成します。 

⚫ 名: domainadm1 

⚫ ユーザー ログオン名: domainadm1 

⚫ パス ード: 任意の文字列 
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以降の手順はサーバー1とサーバー2の両方で実行します。 

 

5. Administrator ユーザーなど、管理権限を持つユーザーでサーバーにログオンする 

6. 「ローカルユーザーとグループ」を起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“lusrmgr.msc”  
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7. 左ツリーから「ローカルユーザーとグループ」→「グループ」を選択し、Administrators

ローカルグループを右クリ クして「グループに追加」 
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8. 「追加」をクリ ク 

 
9. 「選択するオブジェクト名を入力して下さい」に「ADTEST\domainadm1」と入力し

て「名前の確認」をクリ ク 
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10. ドメインへのログオンが求められるので、ADTEST\Administrator など管理権限を持

つドメインユーザーのユーザー名とパス ードを入力 

 
 

11. オブジェクト名 ユーザー名 が確認されたので、「OK」をクリ ク 
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12. Administrators ロ ー カ ル グ ル ー プ の メ ン バ ー に 「 ADTEST\domainadm1

 domainadm1@adtest.contoso.com 」が追加されたことを確認し「OK」をクリ 

ク 

 
 

3.2.4. localadm1ローカルユーザーの作成 

 

サーバー1 とサーバー2 に、そのサーバーの管理権限を持つ localadm1ローカルユーザー

を作成します。 

本ユーザーは、ドメイン構成の場合に、LifeKeeper/DataKeeper サービス用ユーザーとし

て 用します。 ークグループ構成の場合に、LifeKeeper と Oracle のインストールおよび

管理作業を実行する管理用ユーザーとして 用します。 

 

• サーバー1とサーバー2の両方で実行します。 

 

1. Administrator ユーザーなど、管理権限を持つユーザーでサーバーにログオンします。 
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2. 「ローカルユーザーとグループ」を起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“lusrmgr.msc”  

3. 左ツリーから「ローカルユーザーとグループ」→「ユーザー」を右クリ クして「新し

いユーザー」を選択 
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4. 「新しいユーザー」ダイ ログが表示されるので、以下を入力し、localadm1 ローカル

ユーザーを作成します。 

⚫ ユーザー名: localadm1 

⚫ パス ード: 任意の文字列 
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5. 「閉じる」をクリ クして、ダイ ログを閉じます。 

 
 

6. 作成したユーザーを右クリ クして「プロパティ」 
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7. 「所属するグループ」タブを選択して、「追加」 
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8. 「選択するオブジェクト名を入力してください」に Administrators を入力して「名前

の確認」 

 
 

9. 名前が確認されたことを確認して「OK」 
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10. 「所属するグループ」に Administrators ローカルグループが追加されたことを確認し

て「OK」 

 
 

3.2.5. Oracle ホームユーザーの作成 - ドメイン構成の場合 

 

Oracle ホームユーザーは、Oracle 関連のWindows サービスの動作に 用されるユーザー

です。本書の構成では、ドメイン構成の場合のみ、新規に作成する必要があります。 

 

• ドメイン構成の場合の、管理用ユーザーの作成の手順と同等ですが、Administrators

ローカルグループへ参加させるための手順は実行不要です。 
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1. Administrator ユーザーなど、管理権限を持つドメインユーザーでドメイン ントロー

ラにログオンします。 

2. 「Active Directory ユーザーと ンピューター」を起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“dsa.msc”  

3. 「Active Directory ユーザーと ンピューター」の左側のツリーから管理対象となるド

メイン ”adtest.contoso.com“  → 「Users」を選択して、右クリ ク → 「新規作

成」 → 「ユーザー」をクリ ク 

 
 

4. 「新しいオブジェクト - ユーザー」ダイ ログが表示されるので、以下を入力し、orasv

ドメインユーザーを作成します。 

⚫ 名: orasv 

⚫ ユーザー ログオン名: orasv 

⚫ パス ード: 任意の文字列 
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3.2.6. ミラー対象ドライブへのページファイル作成を無効化（DataKeeper） 

 

DataKeeper を 用したレプリケーション構成の場合、ミラー対象ドライブにページファ

イルが作成されないように設定する必要があります。以下の手順を実行してください。 

 

1. 「システムのプロパティ」 ントロールパ ル  プレ トを起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“sysdm.cpl”  

2. 「詳細設定」タブ → 「パフォーマンス」 → 「設定」をクリ クします。 
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3. 「詳細設定」 タブ → 「 想メ リ」 → 「変更」をクリ クします。 
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4. 「すべてのドライブのページングファイルサイズを自動で管理する」をオフにして「OK」

をクリ クします。 

 
 

5. 再起動が促されるため、再起動します。 

 

3.2.7. Oracle向けファイアウォールの許可設定 

 

  ト ークを介してOracle にリ ート  することを可能にするため、Oracle リ ート

  向けにファイ ウォールの許可設定を行います。 

 

1. 「セキュリティが強化されたWindows Defender ファイ ウォール」を起動します。

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“wf.msc”  
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2. 「セキュリティが強化されたWindows Defender ファイ ウォール」の左側ツリーか

ら「受信の規則」をクリ クします。 
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3. 右側ペインの「新しい規則」をクリ クします。 
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4. 「新規の受信の規則ウィザード」で「ポート」を選択し「次へ」をクリ クします。 
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5. 「特定のローカル ポート」に「1 21」を入力して「次へ」をクリ クします。 
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6. デフォルトの「  を許可する」を受け入れて「次へ」をクリ クします。 
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7. 適用するプロファイルを選択して「次へ」をクリ クします。ここでは、デフォルトの

すべてのプロファイル選択を受け入れています。 
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8. 任意の名前を入力して「完了」 
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9. Oracle リ ート  向けの、新しい受信の規則が追加されました。 

 
 

なお、LifeKeeper およびDataKeeper 向けのファイ ウォール許可設定は、ソフトウェ 

のインストール に自動的に構成されます。 
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3.3. LifeKeeper for Windowsのインストール 

 

3.3.1. LifeKeeperインストールメディアおよびライセンスキーの入手 

 

LifeKeeper のインストールメディ およびライセンスキーを入手してください。 

本文書では、以下から入手できるインストールメディ および評価ライセンスを 用して

います。 

 

• LifeKeeper/DataKeeper ユーザーポータル 

https://lkdkuserportal.sios.jp/hc/ja  

 

製品版ライセンスを 用する場合は、購入 の情報を参考にして、インストールメディ お

よび製品版ライセンスキーを入手してください。 

 

3.3.2. LifeKeeperと DataKeeperのインストール 

 

 . .1 で入手した LifeKeeper のインストールメディ を用いて、LifeKeeper for Windows

およびDataKeeper for Windows をインストールします。 

LifeKeeper for Windows 8.9.0 以降では、DataKeeper を利用しない共有ストレージ構成

であってもDataKeeper のインストールが必要です。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• 両サーバーで実行します。 

• LifeKeeper のインストールメディ は、ISO イメージファイル形式で、ファイル名

は LKW_ 8101_07112 .iso であるものとします。 

• 最初に起動したインストーラから、LifeKeeper のインストーラ、DataKeeper のイン

ストーラ、ライセンス管理ツール SIOS License Key Manager が順番に起動され

ます。 

 

1. LifeKeeper インストールメディ をマウントします。 

ISO イメージファイル形式のインストールメディ LKW_ 8101_07112 .iso をエク

スプローラでダブルクリ クし、マウントします。 

2. マウントしたドライブに含まれる Core ディレクトリ内にある LKWindows-8.10.1-

setup.exe を実行します。 

  

https://lkdkuserportal.sios.jp/hc/ja
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3. LifeKeeper Protection Suite for Windows のインストーラが起動し、以下の画面が表

示されます。「 ext >」をクリ クします。 

 
 

4. 「License Agreement」画面が表示されます。「Yes」をクリ クします。 
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5. 「Select Features」画面が表示されます。デフォルト値を受け入れ、「 ext >」をク

リ クします。 
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6. ファイルが展開されます。 

 

 
 

7. LifeKeeper のインストーラが起動し、以下の画面が表示されます。「 ext >」をクリ 

クします。 
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8. 「License Agreement」画面が表示されます。「Yes」をクリ クします。 

 
 

9. 「Choose Destination Location」画面が表示されます。デフォルト値を受け入れ、

「 ext >」をクリ クします。 
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10. 「Please select the LifeKeeper installation type you desire」画面が表示されます。

デフォルト値を受け入れ、「 ext >」をクリ クします。 

 
11.  IC のメトリ ク設定を手動で設定していない場合、以下の警告が表示されます。 
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12. 動作要件を満たすために、ファイ ウォールのルール、ローカルセキュリティポリシー

を変更することを示すプロンプトが表示されます。「はい」をクリ クします。 

 
13. 推奨設定に従うために  IC のメディ センス設定を変更することを示すプロンプトが

表示されます。「はい」をクリ クします。 

 
14. 推奨設定に従うために分散リンクトラ キングサービスの自動起動を無効化すること

を示すプロンプトが表示されます。「はい」をクリ クします。 
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15. インストール処理が実行されます。 

 

 
 

16. LifeKeeper のインストールが完了しました。「Finish」をクリ クします。 
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17. DataKeeper のインストーラが起動され、以下の画面が表示されます。「 ext >」をク

リ クします。 

 
 

18. 「License Agreement」画面が表示されます。「Yes」をクリ クします。 
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19. 「Select Features」画面が表示されます。デフォルト値を受け入れ、「 ext >」をク

リ クします。 
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20. 「Choose Destination Location」画面が表示されます。デフォルト値を受け入れ、

「 ext >」をクリ クします。 

 
 

21. 動作要件を満たすために、ファイ ウォールのルールを変更することを示すプロンプト

が表示されます。「はい」をクリ クします。 
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22. インストール処理が実行されます。 

 

 
 

23. DataKeeper 関連サービスを動作させる Windows ユーザーの種別を指定します。デ

フォルト値を受け入れ、「 ext >」をクリ クします。 
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24. DataKeeper 関連サービスを動作させるWindows ユーザーの名前とパス ードを指定

します。2.8 の LifeKeeper/DataKeeper サービス用ユーザーの名前とパス ードを指

定して、「 ext >」をクリ クします。 

ユーザーの名前は、「<サーバー名>\<ユーザー名>」という形式に従う必要がある点に

注意してください。以下の図は、インストール実行サーバーがサーバー1 ”D 1” の場

合です。インストール実行サーバーがサーバー2 ”D 2” の場合、サーバー名が”D 2”

になる点に注意してください。 
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25. DataKeeper 関連サービスを動作させる Windows ユーザーと LifeKeeper 関連サービ

スを動作させる Windows ユーザーを同期させる設定です。デフォルト値を受け入れ、

「 ext >」をクリ クします。 
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26. LifeKeeper 関連サービスを動作させる Windows ユーザーの名前とパス ードを指定

します。デフォルト値がDataKeeper 関連サービスを動作させるWindows ユーザーの

名前とパス ードになっているため、デフォルト値を受け入れ、「 ext >」をクリ ク

します。 

 

 
 

27. 動作に必要なビ トマ プファイルを作成することを示すプロンプトが表示されます。

「OK」をクリ クします。 
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28. DataKeeper のインストールが完了しました。「Finish」をクリ クします。 
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29. SIOS License Key Manager が起動され、以下の画面が表示されます。手元にあるライ

センスの状態に従い、ライセンスをインストールします。ここでは「ライセンスをファ

イルからインストール」を選択し、ライセンスファイルを元にライセンスをインストー

ルすることにします。 
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30. ダイ ログが表示されるため、「ライセンスファイル選択」をクリ クします。 

 
31. ファイル選択ダイ ログでライセンスファイルを選択すると、インストールされ、結果

が表示されます。本書では、評価用ライセンスをインストールしています。 
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32. 「閉じる」をクリ クします。 

 

 
 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

75 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

33. インストール済みライセンスが表示されます。「終了」をクリ クします。 
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34. LifeKeeper と DataKeeper のインストールが完了しました。再起動が促されるため、

デフォルト値を受け入れ、「Finish」をクリ クすると、OSが再起動されます。 

 

 
 

3.3.3. LifeKeeper/DataKeeperインストール時に実行される処理 

 

上記で触れていますが、LifeKeeper およびDataKeeper インストール に、以下の処理が

自動的に実行されます。 

 

• ファイ ウォールルールの追加 

• ローカルセキュリティポリシーEveryone 権限を anonymous ユーザーに付与 

• TCP/IP のメディ 検出機能の無効化 

• 分散リンク トラ キングWindowsサービスの自動起動の無効化 

 

3.3.4. Oracleリカバリキットのインストール 

 

引き き、Oracle 関連のリカバリキ トをインストールします。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• 両サーバーで実行します。 
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• LifeKeeper のインストールメディ は、ISO イメージファイル形式で、ファイル名

は LKW_ 8101_07112 .iso であるものとします。 

• Oracle 本体のリカバリキ トと、PD のリカバリキ トの 2つで構成されます。非

CD 構成の場合、PD のリカバリキ トをインストールする必要はありません。 

 

Oracle本体のリカバリキットのインストール 

 

1. マウントされていない場合、LifeKeeper インストールメディ をマウントします。 

ISO イメージファイル形式のインストールメディ LKW_ 8101_07112 .iso をエク

スプローラでダブルクリ クし、マウントします。 

2. マウントしたドライブに含まれる Recovery_Kits ディレクトリ内にある LKOra-

8.10.1-Setup.exe を実行します。 

3. Oracle 本体のリカバリキ トのインストーラが起動し、以下の画面が表示されます。

「 ext >」をクリ クします。 
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4. 「License Agreement」画面が表示されます。「Yes」をクリ クします。 

 
 

5. インストールが完了しました。「Finish」をクリ クします。 

 

PDBのリカバリキットのインストール 
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1. マウントしたドライブに含まれる Recovery_Kits ディレクトリ内にある LKPD -

8.10.1-Setup.exe を実行します。 

2. PD のリカバリキ トのインストーラが起動し、以下の画面が表示されます。「 ext >」

をクリ クします。 
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3. 「License Agreement」画面が表示されます。「Yes」をクリ クします。 

 
 

4. インストールが完了しました。「Finish」をクリ クします。 
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3.3.5. ローカライズ言語サプリメントのインストール 

 

引き き、LifeKeeper for Windows ローカライズ言語サプリメントをインストールしま

す。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• 両サーバーで実行します。 

• LifeKeeper のインストールメディ は、ISO イメージファイル形式で、ファイル名

は LKW_ 8101_07112 .iso であるものとします。 

 

1. マウントされていない場合、LifeKeeper インストールメディ をマウントします。 

ISO イメージファイル形式のインストールメディ LKW_ 8101_07112 .iso をエク

スプローラでダブルクリ クし、マウントします。 

2. マウントしたドライブに含まれる LanguageSupplement ディレクトリ内にある

LKLangSup-8.10.1-Setup.exe を実行します。 

3. インストーラが起動し、以下の画面が表示されます。「 ext >」をクリ クします。 
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4. 「License Agreement」画面が表示されます。「Yes」をクリ クします。 
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5. 「Select Features」画面が表示されます。デフォルト値を受け入れ、「 ext >」をク

リ クします。 

 
 

6. インストールが完了しました。「Finish」をクリ クします。 
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3.3.6. LifeKeeper関連Windowsサービスの起動状態を確認 

LifeKeeper 関連Windows サービスの起動状態を確認します。 

 

1. 「サービス」ス  プインを起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“services.msc”  

2. LifeKeeper および LifeKeeper External Interfaces サービスが起動していることが分

かります。 

 
 

3. SIOS DataKeeper サービスが起動していることが分かります。 

 
 

3.4. LifeKeeper GUIの起動 

 

LifeKeeper GUI を起動します。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• サーバー1で実行します。 
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1. 「スタート」→「SIOS」→「LifeKeeper  Admin Only 」を右クリ クし、「その他」

→「管理者として実行」を選択します。 

「管理者として実行」する必要がある点に注意してください。 
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2. LifeKeeper GUI が起動し、サーバー1 へログインするためのダイ ログが表示されま

す。「ログイン」と「パス ード」に 2.8 の「管理用ユーザー」のユーザー名とパス ー

ドを入力し、「OK」をクリ クします。 

下記画面では、ドメイン構成における「管理用ユーザー」のユーザー名とパス ードを入力

しています。 ークグループ構成の場合は、入力するユーザーが異なる点に注意ください。 
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3. サーバーへのログインが成功すると、GUI に現在の構成状態が表示され、操作可能にな

ります。GUI には、メニューバー、ツールバー、ステータス表示用のテーブルがありま

す。 

初期状態では、サーバー1 ”D 1” のみが表示されます。 

 

 
 

以降の LifeKeeper 関連の構成作業は、サーバー1で LifeKeeper GUI を起動し、管理用ユー

ザーでログインした状態で実行するものとします。 

 

なお、サーバー2で LifeKeeper GUI を起動して、構成作業を実行することも可能です。た

だし、画面表示が異なり、混乱を招く恐れがあるため注意してください。 
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3.5. サーバー2に接続 

 

サーバー2に  し、サーバー2についても構成作業を実行できるようにします。 

 

• サーバー1で起動した LifeKeeper GUI で作業を実行します。サーバー2で作業を実

行する必要はありません。 

• サーバー1で LifeKeeper GUI を起動し、管理用ユーザーでログインしているものと

します。 

 

1. LifeKeeper GUI 上部のツールバーの「  」をクリ クします。 
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2. サーバーへログインするためのダイ ログが表示されるため、「サーバー名」にサーバー

2 のホスト名 ”D 2” 、「ログイン」と「パス ード」に 2.8 の「管理用ユーザー」の

ユーザー名とパス ードを入力し、「OK」をクリ クします。 

下記画面では、ドメイン構成における「管理用ユーザー」のユーザー名とパス ードを入力

しています。 ークグループ構成の場合は、入力するユーザーが異なる点に注意ください。 
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4. ステータス表示用のテーブルに、サーバー1 ”D 1” に加えて、サーバー2 ”D 2” 

が表示されます。 

 

 
 

3.6. コミュニケーションパスの作成 

 

Private   ト ークと、Public   ト ークに対してそれぞれ ミュニケーションパスを

作成します。 ミュニケーションパスは LifeKeeper の制御に 用する  ト ーク通信用

の経路です。 

 

• サーバー1で起動した LifeKeeper GUI で作業を実行します。サーバー2で作業を実

行する必要はありません。 

• サーバー1で LifeKeeper GUI を起動し、管理用ユーザーでログインしているものと

します。 
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1. まず、Private   ト ークに対して ミュニケーションパスを作成します。LifeKeeper 

GUI 上部のツールバーの「 ミュニケーションパスの作成」をクリ クします。 
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2. 「通信パスの作成」ダイ ログが表示されます。「ローカル・サーバ」にサーバー1 ”D 1” 

を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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3. 「リ ート・サーバ」にサーバー2 ”D 2” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 

 

 
 

4. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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5. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 

 

 
 

6. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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7. 「ローカル IP  ドレス」に、Private   ト ークに対応するサーバー1 の IP  ドレ

ス ”10.1. 7.91” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

8. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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9. 「リ ート IP  ドレス」に、Private   ト ークに対応するサーバー2 の IP  ドレ

ス ”10.1. 7.92” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

10. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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11.  ミュニケーションパスの作成が成功したことを確認し、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

12. 「完了」をクリ クします。 
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13. ステータス表示用テーブルのサーバーの イ ンの右下に「！」が表示されます。これは、

 ミュニケーションパスが複数構成されていないことを示します。 
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14. 次に、Public   ト ークに対して ミュニケーションパスを作成します。LifeKeeper 

GUI 上部のツールバーの「 ミュニケーションパスの作成」をクリ クします。 
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15. 「ローカル・サーバ」にサーバー1 ”D 1” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

16. 「リ ート・サーバ」にサーバー2 ”D 2” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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17. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

18. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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19. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

20. 「ローカル IP ドレス」に、Public   ト ークに対応するサーバー1の IP  ドレス

 ”10.0. 7.91” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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21. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

22. 「リ ート IP ドレス」に、Public   ト ークに対応するサーバー2の IP  ドレス

 ”10.0. 7.92” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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23. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 

 
 

24.  ミュニケーションパスの作成が成功したことを確認し、「次へ>」をクリ クします。 
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25. 「完了」をクリ クします。 
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26. ステータス表示用テーブルのサーバーの イ ンの右下に、緑色の「v チェ クマーク 」

が表示されます。これは、 ミュニケーションパスが複数構成され、問題なく疎通している

ことを示します。 
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27.  ミュニケーションパスの構成を確認します。ステータス表示用テーブルのサーバーの イ

 ンを右クリ クして、「プロパティ」を選択します。 
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28. 「サーバープロパティ」ダイ ログが表示されるので、「 ミュニケーションパス」タブを

クリ クします。 
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29.  ミュニケーションパスの構成が表示されます。Private   ト ークと、Public   ト

 ークに対してそれぞれ ミュニケーションパスが作成されていることが分かります。 

 

 
 

 

3.7. IPリソースの作成（仮想 IPアドレスの作成） 

 

LifeKeeper の IP リソースを作成します。IPリソースは、いわゆる「 想 IP ドレス」に

相当します。 

 

• サーバー1で起動した LifeKeeper GUI で作業を実行します。サーバー2で作業を実

行する必要はありません。 

• サーバー1で LifeKeeper GUI を起動し、管理用ユーザーでログインしているものと

します。 
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1. LifeKeeper GUI 上部のツールバーの「リソース階層の作成」をクリ クします。 
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2. 「リソース階層の作成」ダイ ログが表示されます。「プライマリサーバ」にサーバー1

 ”D 1” を、「バ ク  プサーバ」にサーバー2 ”D 2” を選択し、「次へ>」をク

リ クします。 
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3. 「保 する プリケーション」に「IP  ドレス」を選択し、「次へ>」をクリ クしま

す。 
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4. 「IP ドレスのタイプ」に「 想 IP ドレス」を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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5. 「IP  ドレス」に 2. の 想 IP  ドレス ”10.0. 7.99” を入力し、「次へ>」をク

リ クします。 
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6. 「サブ  トマスク」に 2. のサブ  トマスク ”2  .2  .2  .0” を入力し、「次

へ>」をクリ クします。 
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7. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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8. 「  ト ーク  」に 2. の Public   ト ークに  された  IC ”イーサ  

ト” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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9. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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10. IP リソースの作成が成功したことを確認し、「次へ>」をクリ クします。 
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11. リソースの拡張チェ クが成功したことを確認し、「次へ>」をクリ クします。 
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12. 「サブ  ト・マスク」に、2. に記載されたサブ  トマスクを設定し、「次へ>」を

クリ クします。 
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13. 「  ト ーク  」に 2. の Public   ト ークに  された  IC ”イーサ  

ト” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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14. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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15. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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16. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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17. リソースの拡張が成功したことを確認し、「終了」をクリ クします。 
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18. ステータス表示用テーブルに、IP リソース ”10.0. 7.99” の行が追加されます。IP

リソースの表示内容から、IPリソースは、サーバー1 ”D 1” で クティブであるこ

と、サーバー2 ”D 2” でスタンバイであることがわかります。 
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3.8. ボリュームリソースの作成 

 

LifeKeeper の リュームリソースを作成します。 リュームリソースを構成した領域に、

Oracle データベースを配置します。 

 リュームリソースの リュームタイプは、ストレージの構成により異なります。 

 

ストレージの構成 共有ディスク構成 レプリケーション構成 

ボリュームタイプ 共有ディスク ミラー 

 

• サーバー1で起動した LifeKeeper GUI で作業を実行します。サーバー2で作業を実

行する必要はありません。 

• サーバー1で LifeKeeper GUI を起動し、管理用ユーザーでログインしているものと

します。 

 

1. ツールバーの「リソース階層の作成」をクリ クします。 
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2. プライマリサーバに「D 1」、バ ク  プサーバに「D 2」を指定し、「次へ」をクリ 

クします。 
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3. 保 する プリケーション 作成するリソースの種別 に「 リューム」を指定し、「次

へ」をクリ クします。 
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4.  リュームの選択に「E:」を指定し、「次へ」をクリ クします。 
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5. デフォルト値を受け入れ、「次へ」をクリ クします。 
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6.  リュームリソースの作成が成功したことを確認し、「次へ」をクリ クします。 
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7. 拡張前チェ クが成功したことを確認し、「次へ」をクリ クします。 
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以降の手順は、ストレージ構成により異なります。 

 

共有ストレージ構成の場合 

 

1.  リュームタイプに「共有ディスク」を選択し、「次へ」をクリ クします。 
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2. デフォルト値を受け入れ、「拡張」をクリ クします。 
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3.  リュームリソース「 ol.E」が作成されました。 
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レプリケーション構成の場合 

 

1.  リュームタイプに「ミラーの作成」を選択し、「次へ」をクリ クします。 

 

 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

139 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

2.   ト ークエンドポイントに「10.1. 7.92/10.1. 7.91」 Private   ト ーク を

指定し、「次へ」をクリ クします。 
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3. 同期 ードに「Synchronous 同期ミラー 」を設定し、「次へ」をクリ クします。 
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4. 指定項目を確認し、「作成」をクリ クします。 
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5.  リュームリソースの作成が成功したことを確認し、「次へ」をクリ クします。 
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6. デフォルト値を受け入れ、「拡張」をクリ クします。 
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7. 拡張が成功したことを確認し、「終了」をクリ クします。 
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8.  リュームリソース「 ol.E」が作成されました。 

 
 

3.9. Oracleソフトウェアのインストール 

 

Oracle ソフトウェ を、サーバー1 とサーバー2 のローカルドライブ ”D:\” にインス

トールします。  

 

3.9.1. Oracle 19cベースリリースのインストール 

 

Oracle 19c ソフトウェ のベースリリース19. をインストールします。 

 

• 両サーバーでインストール作業を実行します。 

• 管理用ユーザーでサーバーの Windows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• Oracle ソフトウェ のみをインストールします。Oracle データベースは後で作成しま

す。 

 

1. Oracle Database ソ フ ト ウ ェ  の zip フ ァ イ ル を ORACLE_HOME

 D:\oracle\product\19.0.0\dbhome_1 に展開します。 
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ZIP 解凍は任意のツールを 用できます。PowerShell で ZIP 解凍する場合の マンド

例を以下に示します。ここでは、Oracle Database ソフトウェ の zip ファイルのファ

イル名をdatabase.zip であるとします。 

 

PS> Expand-Archive -Path database.zip -DestinationPath D:¥oracle¥product¥19.0.0
¥dbhome_1 

 

2. ORACLE_HOME D:\oracle\product\19.0.0\dbhome_1 にある｢setup.exe｣を実

行し、Oracle インストーラ Oracle Universal Installer を起動します。 

3. Oracle インストーラが起動します。「ソフトウェ のみの設定」を選択し、 「次へ」を

クリ クします。 
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4. 「単一インスタンス・データベースのインストール」を選択し、 「次へ」をクリ クし

ます。 
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5. データベース・エディションを選択します。ここでは「Standard Edition 2」を選択し

ます。購入したライセンスに応じて「Enterprise Edition」を選択することもできます。 

選択したら 「次へ」をクリ クします。 
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6. Oracle ホームユーザーを指定します。ドメイン構成の場合と ークグループ構成の場

合で、指定する項目が異なる点に注意してください。 

 

ドメイン構成の場合 

「既存のWindowsユーザーの 用」を選択し、2.8の Oracleホームユーザーに記載した

ドメインユーザーを入力します。 

 
 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

150 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

ワークグループ構成の場合 

「Windows 組み込み カウントの 用」を選択します。この項目を選択すると、Oracle ホー

ムユーザーには LocalSystemが 用されます。 
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7. Oracle Databaseをインストールする場所を指定します。OracleベースにはD:\oracle

を指定します。ソフトウェ の場所を確認し、「次へ」をクリ クします。 
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8. インストール実行前の前提条件がチェ クされます。 
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9. サマリーを確認後、「インストール」をクリ クします。 
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10. インストール処理が実行されます。 
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11. Oracle Database のインストールが完了します。 

 
 

 

3.9.2. OPatchの更新 

 

RUを適用する場合、Oracle Database ソフトウェ に含まれるパ チ適用ツールOPatch

を最新版に更新します。 

 

• 両サーバーで実行します。 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• RUを適用しない場合、OPatch を更新する必要はありません。RUを適用しないこと

による問題については後述します。 

 

RUを適用するには、適切なバージョンのOPatch が必要です。OPatchは Oracle のパ チ

適用ツールです。最新版のOPatch を 用することが一般に推奨されます。 

 

OPatch は以下から入手可能です。 

• https://updates.oracle.com/ARULink/PatchDetails/process_form?patch_num

https://updates.oracle.com/ARULink/PatchDetails/process_form?patch_num=6880880
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=6880880  

 

最新版の OPatch を入手するには、一般に Oracle の有償サポート契約および My Oracle 

Support に クセス可能な Oracle  カウントが必要です。これらの方法が不明な場合は、

契約しているOracle のサポート窓口に確認してください。 

 

OPatch を更新する手順は以下のとおりです。 

 

1. <ORACLE_HOME>\OPatch ディレクトリを削除または退避する 

2. OPatch の ZIP  ーカイブを<ORACLE_HOME>に展開する 

 

 マンド例は以下のとおりです。管理者権限で起動した PowerShell で実行してください。

入手した OPatch の ZIP  ーカイブのファイル名は p6880880_190000_MSWI -x86-

6 .zip であり、C:\temp\に配置したとします。 

PS> cd D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1 
PS> mv OPatch OPatch.BK 
PS> Expand-Archive -Path C:¥temp¥p6880880_190000_MSWIN-x86-64.zip -DestinationP
ath D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1 

 

3.9.3. RU 19.25の適用 

 

Oracle Database ソフトウェ のパ チであるRUを適用します。ここでは、202 年 11

月 点の最新RUである 19.2 を適用します。 

適用手順は以下のとおりです。 

 

1. RU 19.2 の ZIP ファイルを任意の場所に解凍します。ここでは、Windows 6  bit 向

け RU 19.2  p 6878821_190000_MSWI -x86-6 .zip を C:\temp\RU192 に解

凍するとします。 

ZIP ファイルの解凍には任意のツールを 用できます。PowerShell で ZIP 解凍する場

合の マンド例を以下に示します。管理者権限で起動した PowerShell で実行してくだ

さい。 

 

PS> Expand-Archive -Path p36878821_190000_MSWIN-x86-64.zip -DestinationPath C:¥
temp¥RU1925 

 

2. 管理者権限で、 マンドプロンプトを起動します。 

3. RU の ZIP ファイルを解凍したディレクトリに、パ チ番号” 6878821”のサブディレ

クトリが作られているため、ここに移動して opatch apply  マンドを実行します。 

https://updates.oracle.com/ARULink/PatchDetails/process_form?patch_num=6880880
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本書が想定する環境および構成での マンド実行例を以下に示します。 

 

C:¥> set ORACLE_HOME=D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1 
C:¥> cd C:¥temp¥RU1925¥36878821 
C:¥temp¥RU1925¥36878821>%ORACLE_HOME%¥OPatch¥opatch apply 

Oracle Interim Patch Installerバージョン 12.2.0.1.44 

Copyright (c) 2024, Oracle Corporation.  All rights reserved。 
 
 

Oracleホーム       : D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1 

中央インベントリ : C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory 

   元           : 

OPatchのバージョン    : 12.2.0.1.44 

OUIのバージョン       : 12.2.0.7.0 

ログ・ファイルの場所 : D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥cfgtoollogs¥opatch¥opatc

h2024-11-21_16-53-37午後_1.log 
 
Verifying environment and performing prerequisite checks... 
OPatch continues with these patches:   36878821 
 

続行しますか。[y|n] 
y 
User Responded with: Y 
All checks passed. 
 

ローカル・システムのこの ORACLE_HOME以外で実行している Oracleインスタンスを停止してく

ださい。 

(Oracleホーム = 'D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1') 
 
 

ローカル・システムにパッチを適用する準備ができましたか。 [y|n] 
y 
User Responded with: Y 
Backing up files... 

個別パッチ'36878821'を OH 'D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1'に適用中 

ApplySession: オプションのコンポーネント[ oracle.tomcat.crs, 19.0.0.0.0 ] , [ orac
le.has.cfs, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.rdbms.tg4msql, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.rdbms
.ic, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.rdbms.tg4ifmx, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.network.cman
, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.has.deconfig, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.network.gsm, 19.
0.0.0.0 ] , [ oracle.assistants.asm, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.rhp.crs, 19.0.0.0.0
 ] , [ oracle.has.cvu, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.tfa, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.rdbm
s.tg4sybs, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.usm, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.ons.daemon, 19.0
.0.0.0 ] , [ oracle.rdbms.tg4tera, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.options.olap, 19.0.0.
0.0 ] , [ oracle.assistants.usm, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.rdbms.tg4db2, 19.0.0.0.
0 ] , [ oracle.options.olap.awm, 19.0.0.0.0 ] , [ oracle.has.crs, 19.0.0.0.0 ] 

が Oracleホームに存在しないか、上位バー ジョンが見つかりました。 
 

コンポーネント oracle.has.common.cvu, 19.0.0.0.0にパッチを適用中... 
 

 (略) 
 

コンポーネント oracle.rdbms.scheduler, 19.0.0.0.0にパッチを適用中... 
 

コンポーネント oracle.xdk.xquery, 19.0.0.0.0にパッチを適用中... 
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コンポーネント oracle.jdk, 1.8.0.201.0にパッチを適用中... 
Patch 36878821 successfully applied. 
Log file location: D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥cfgtoollogs¥opatch¥opatch2

024-11-21_16-53-37午後_1.log 
 
OPatch succeeded. 
 
C:¥temp¥RU1925¥36878821> 

 

[RUに関する補足] 

 

• 最新版のRUを適用することが一般に推奨されます。 

• 本番環境では、必ず動作保証されたバージョンを 用してください。新しいOSでは

RU の適用が、動作保証の観点で必須の場合があります。例えば、Windows Server 

2022 で動作保証されている19c バージョンはRU 19.1 以降です。 

• RUを入手するには、Oracle の有償サポート契約およびMy Oracle Support に ク

セス可能な Oracle  カウントが必要です。これらの方法が不明な場合は、契約して

いるOracle のサポート窓口に確認してください。 

• HA クラスタ―の導入手順の確認のみが目的で、RU の入手が困難な場合は、Oracle 

19c に RUを適用せずに導入作業を実行することが可能です。ただし、繰り返しにな

りますが、本番環境では、必ず動作保証されたバージョンを 用してください。 

 

3.10. Oracleデータベースの作成（サーバー1） 

 

サーバー1 で dbca を実行し、 リュームリソースとして保 されているドライブ E:に

Oracleデータベースを作成します。 

 

3.10.1. ボリュームリソース「Vol.E」をサーバー1でアクティブに 

 

サーバー1 で Oracle データベースを作成するには、 .8 で構成した リュームリソース

「 ol.E」が、サーバー1で クティブである必要があります。 

このため、LifeKeeper GUI に クセスし、 リュームリソース「 ol.E」がサーバー1で 

クティブであることを確認します。 

なお、本文書に従って手順を実行している場合、この 点で リュームリソース「 ol.E」

はサーバー1で クティブであるはずです。 

 

• LifeKeeper GUI から実行します。 
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• 管理用ユーザーで LifeKeeper GUI にログインしておく必要があります。 

 

共有ストレージ構成の場合 

 
 

レプリケーション構成の場合 

 
 

何らかの理由で、 リュームリソースがサーバー1で クティブでない場合は、LifeKeeper 

GUI において、以下の手順で、リソースのスイ チオーバー処理 再配置処理 を実行し

て、リソースをサーバー1で クティブにしてください。 
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1. 行「 ol.E」の、列「D 1」の欄を右クリ クし、「サービス開始」を選択します。 
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2. 内容を確認し、「サービス開始」をクリ クします。 
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3. サーバー1 へのスイ チオーバー処理が実行されます。正常に終了したことを確認し、

「完了」をクリ クします。 

 
 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

163 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

4. リソース一覧画面で、 リュームリソース「 ol.E」が、「db1.domain」で クティブ

になっていることを確認します。 
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3.10.2. dbcaによるOracle データベースの作成 

 

dbca を実行して、ドライブ E:\以下にOracle データベースを作成します。dbca は、Oracle

データベースを作成するためのツールです。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• Oracle データベースの構成ファイルを配置するための、 .8 で構成した リュームリ

ソース「 ol.E」が、サーバー1で クティブである必要があります。 

• Oracle データベースの設定項目は、2.8. に従って指定します。 

 

1. D CA を起動します。 

「スタート」→「Oracle – OraD 19Home1」→ 「Database Configuration Assistant」

をクリ クします。 
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2. D CA が起動します。「データベースの作成」を選択し、「次へ」をクリ クします。 
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3. 「拡張構成」を選択し、「次へ」をクリ クします。 
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4. 「データベース・タイプ」に「Oracle 単一インスタンス・データベース」を選択します。

また、「データベースのテンプレート」に「汎用またはトランザクション処理」を選択

し、「次へ」をクリ クします。 
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5. データベースの種類に応じて以下を入力し、「次へ」をクリ クします。 

 

CDB構成の場合 

        「グローバル・データベース名」 : orclcdb 

        「SID」: orclcdb 

        「 ンテ ・データベースとして作成」: チェ クを入れる 

        「PD 用のローカルU DO表領域の 用」: チェ クを入れる 

        「空の ンテ ・データベースの作成」: 選択 
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非CDB構成の場合 

        「グローバル・データベース名」 : orcl 

        「SID」: orcl 

        「 ンテ ・データベースとして作成」: チェ クを外す 
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6. 「データベース記憶域属性に次を 用」を選択します。 

「データベース・ファイルの位置」に以下の値を入力します。 

E:¥oracle¥oradata¥{DB_UNIQUE_NAME} 

入力したら 「次へ」をクリ クします。 
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7. 「高速リカバリ領域の指定」 と 「 ーカイブ有効化」 をチェ クし、「高速リカバリ

領域」に以下の値を入力します。 

E:¥oracle¥fast_recovery_area¥{DB_UNIQUE_NAME} 

入力したら「次へ」をクリ クします。 
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8. 以下の値を入力して、リス ーを作成します。 

 

CDB構成の場合 

        「新規リス ーの作成」: チェ クを入れる 

        「リス ー名」: orclcdb 

        「リス ー・ポート」: 1 21 
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非CDB構成の場合 

        「新規リス ーの作成」: チェ クを入れる 

        「リス ー名」: orcl 

        「リス ー・ポート」: 1 21 

 
    入力したら「次へ」をクリ クします。 

 

LifeKeeper for Windows 用 Oracle Recovery Kit の制約により、Oracle リス ーの名前

はOracle インスタンスの SIDと同じである必要がある点に注意してください。 
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9. 【Enterprise Edition の場合】Oracle Data  ault および Oracle Label Security を構

成する場合は、 カウント情報などの情報を入力します。本構成では構成しません。設

定したら「次へ」をクリ クします。 
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10. 要件に合わせて構成オプション 「メ リー」、「サイズ指定」、「キャラクタ・セ ト 」、

「   ード」、「サンプル・スキーマ」 を指定します。各項目を設定したら、「次へ」

をクリ クします。 
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11. Oracle Enterprise Manager Database Express を 用する場合は、「Enterprise 

Manager  EM  Database Express の構成」にチェ クを入れ、環境に合わせて設定を

行います。「次へ」をクリ クします。 

CD 構成の場合は、「グローバル・ポートとして EM Database Express ポートを構成」

にチェ クを入れると、EM Database Express で CD と CD 内の PD を 1つのポー

トで 用できます。 
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12. データベース・ユーザーのパス ードを設定し、「次へ」をクリ クします。 

今回、ドメイン構成ではOracle ホームユーザーを指定しています。Oracle ホームユー

ザーを指定している場合、このユーザーのパス ードを入力する必要があります。 

Oracle ホームユーザーを指定していない場合、Oracle ホームユーザーのパス ードの

入力は求められません。 
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13. 「データベースの作成」にチェ クがされていることを確認し、「次へ」をクリ クしま

す。 
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14. サマリーの確認を行います。問題がなければ、「終了」をクリ クします。 

 
 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

180 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

15. データベースの作成処理が実行されます。 
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16. データベースの作成処理が完了しました。「閉じる」をクリ クして、データベースの作

成は終了です。 

 

 
 

 

3.10.3. PDBの作成 

 

Oracleデータベースが CDB構成の場合、2.9の記載に従って PDBを作成します。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• 作成したOracle データベースが起動した状態であるとします。なお、dbca で Oracle

データベースを作成すると、作成直後は、その Oracle データベースは起動した状態

になります。 

 

1. 管理者権限で マンドプロンプトを起動します。 

2. SYSD A権限でOracle データベースに  し、CREATE PLUGGA LE DATA ASE文

を実行して、PD  ORCLPD 1、ORCLPD 2 を作成します。 

 

以下に実行例を示します。 
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C:¥Windows¥system32>set ORACLE_SID=ORCLCDB 
C:¥Windows¥system32>sqlplus / as sysdba 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 19:58:02 2024 
Version 19.25.0.0.0 
 
Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
 
SQL> CREATE PLUGGABLE DATABASE orclpdb1 
  2    ADMIN USER pdbadmin IDENTIFIED BY Pass123 
  3    FILE_NAME_CONVERT = ('¥pdbseed¥' , '¥orclpdb1¥'); 
 

プラガブル・データベースが作成されました。 
 
SQL> CREATE PLUGGABLE DATABASE orclpdb2 
  2    ADMIN USER pdbadmin IDENTIFIED BY Pass123 
  3    FILE_NAME_CONVERT = ('¥pdbseed¥' , '¥orclpdb2¥'); 
 

プラガブル・データベースが作成されました。 
 
SQL> show pdbs 
 
    CON_ID CON_NAME                       OPEN MODE  RESTRICTED 
---------- ------------------------------ ---------- ---------- 
         2 PDB$SEED                       READ ONLY  NO 
         3 ORCLPDB2                       MOUNTED 
         5 ORCLPDB1                       MOUNTED 
SQL> ALTER PLUGGABLE DATABASE orclpdb1 OPEN; 
 

プラガブル・データベースが変更されました。 
 
SQL> ALTER PLUGGABLE DATABASE orclpdb2 OPEN; 
 

プラガブル・データベースが変更されました。 
 
SQL> show pdbs 
 
    CON_ID CON_NAME                       OPEN MODE  RESTRICTED 
---------- ------------------------------ ---------- ---------- 
         2 PDB$SEED                       READ ONLY  NO 
         3 ORCLPDB2                       READ WRITE NO 
         5 ORCLPDB1                       READ WRITE NO 
SQL> 

 

CREATE PLUGGABLE DATABASE 文は要件に応じて様々な指定が可能です。詳細は

Oracle Databaseのマニュ ルを参照してください。 

 

3.10.4. datapatch の実行 

 



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

183 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

datapatchは RUによる修正を Oracleデータベースに適用するツールです。手順は以下の

とおりです。 

 

1. 管理者権限で マンドプロンプトを起動します。 

2. 対象のOracle データベースに対応するWindows サービスを起動します。 

3. CD の構成の場合、すべての PD を起動します。 

4. <ORACLE_HOME>\OPatch にカレントディレクトリを移動して、datapatch  マン

ドを実行します。 

 

以下に CDB構成の場合の実行例を示します。 

 

C:¥Windows¥system32>sc.exe start  OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 2  START_PENDING 
                                (NOT_STOPPABLE, NOT_PAUSABLE, IGNORES_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x7d0 
        PID                : 1888 
        FLAGS              : 
 
C:¥Windows¥system32>set ORACLE_SID=ORCLCDB 
C:¥Windows¥system32>sqlplus / as sysdba 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 12:36:38 2024 
Version 19.25.0.0.0 
 
Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 
 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
SQL> alter pluggable database all open; 
 

プラガブル・データベースが変更されました。 
 
SQL> show pdbs 
 
    CON_ID CON_NAME                       OPEN MODE  RESTRICTED 
---------- ------------------------------ ---------- ---------- 
         2 PDB$SEED                       READ ONLY  NO 
         3 ORCLPDB1                       READ WRITE NO 
         4 ORCLPDB2                       READ WRITE NO 
SQL> exit 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 

Version 19.25.0.0.0との接続が切断されました。 
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C:¥Windows¥system32>set ORACLE_HOME=D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1 
C:¥Windows¥system32>D: 
D:¥>cd %ORACLE_HOME%¥OPatch 
D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥OPatch>set LC_ALL=C 
D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥OPatch>datapatch -verbose 
SQL Patching tool version 19.25.0.0.0 Production on Fri Nov 22 12:37:55 2024 
Copyright (c) 2012, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 
Log file for this invocation: D:¥oracle¥cfgtoollogs¥sqlpatch¥sqlpatch_6572_2024
_11_22_12_37_55¥sqlpatch_invocation.log 
 
Connecting to database...OK 
Gathering database info...done 
 
Note:  Datapatch will only apply or rollback SQL fixes for PDBs 
       that are in an open state, no patches will be applied to closed PDBs. 
       Please refer to Note: Datapatch: Database 12c Post Patch SQL Automation 
       (Doc ID 1585822.1) 
 
Bootstrapping registry and package to current versions...done 
Determining current state...done 
 
Current state of interim SQL patches: 
  No interim patches found 
 
Current state of release update SQL patches: 
  Binary registry: 
    19.25.0.0.0 Release_Update 241019014718: Installed 
  PDB CDB$ROOT: 
    Applied 19.25.0.0.0 Release_Update 241019014718 successfully on 24-11-21 21:
46:08.663000 
  PDB ORCLPDB1: 
    Applied 19.25.0.0.0 Release_Update 241019014718 successfully on 24-11-21 22:
17:51.238000 
  PDB ORCLPDB2: 
    Applied 19.25.0.0.0 Release_Update 241019014718 successfully on 24-11-21 22:
17:51.238000 
  PDB PDB$SEED: 
    Applied 19.25.0.0.0 Release_Update 241019014718 successfully on 24-11-21 22:
17:51.238000 
 
Adding patches to installation queue and performing prereq checks...done 
Installation queue: 
  For the following PDBs: CDB$ROOT PDB$SEED ORCLPDB1 ORCLPDB2 
    No interim patches need to be rolled back 
    No release update patches need to be installed 
    No interim patches need to be applied 
 
SQL Patching tool complete on Fri Nov 22 12:41:12 2024 
D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥OPatch> 

 

datapatch マンドの詳細については、Oracle公式情報を確認いただくか、サポート窓口

にお問い合わせください。 
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3.10.5. Oracle関連Windowsサービスの停止および自動起動無効化 

 

Oracle関連Windowsサービスを停止します。さらに、Oracle関連Windowsサービスの

自動起動設定を無効化します。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• 作成したOracle データベースが起動した状態であるとします。なお、dbca で Oracle

データベースを作成すると、作成直後は、その Oracle データベースは起動した状態

になります。 

 

1. 管理者権限で マンドプロンプトを起動します。 

2. Oracle 関連Windows サービスを停止します。 

3. Oracle 関連Windows サービスの自動起動設定を無効化します。 

 

以下に CDB構成の場合の実行例を示します。 

 

C:¥Windows¥system32>sc.exe stop OracleOraDB19Home1TNSListenerORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleOraDB19Home1TNSListenerORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 3  STOP_PENDING 
                                (STOPPABLE, NOT_PAUSABLE, IGNORES_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x0 
 
C:¥Windows¥system32>sc.exe stop OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 3  STOP_PENDING 
                                (STOPPABLE, PAUSABLE, ACCEPTS_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x1 
        WAIT_HINT          : 0x15f90 
 
C:¥Windows¥system32>sc.exe stop OracleVssWriterORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleVssWriterORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 3  STOP_PENDING 
                                (STOPPABLE, NOT_PAUSABLE, IGNORES_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x0 
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C:¥Windows¥system32>sc.exe config OracleOraDB19Home1TNSListenerORCLCDB start= d
emand 
[SC] ChangeServiceConfig SUCCESS 
 
C:¥Windows¥system32>sc.exe config OracleServiceORCLCDB start= demand 
[SC] ChangeServiceConfig SUCCESS 
 
C:¥Windows¥system32>sc.exe config OracleVssWriterORCLCDB start= demand 
[SC] ChangeServiceConfig SUCCESS 

 

3.11. データベース関連ファイルの退避 

 

E:ドライブに配置されたデータベース関連ファイルを別の場所に退避します。例えば、ディ

レクトリ E:¥oracleを E:¥oracle.BKなどにリ ームします。 

これは、サーバー2で、dbcaを実行し、 リュームリソースとして保 されているドライ

ブ E:に Oracleデータベースを作成する際のファイルの上書きを避けるためです。 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

• 作成したOracle データベースが停止した状態であるとします。 

 

3.12. Oracleデータベースの作成（サーバー2） 

 

サーバー2 で、dbca を実行し、 リュームリソースとして保 されているドライブ E:に

Oracleデータベースを作成します。 

 

3.12.1. ボリュームリソース「Vol.E」をサーバー2でアクティブに 

 

サーバー2 で Oracle データベースを作成するには、 .8 で構成した リュームリソース

「 ol.E」が、サーバー2で クティブである必要があります。 

このため、LifeKeeper GUI に クセスし、 リュームリソース「 ol.E」をサーバー2で 

クティブにします。 

 

• LifeKeeper GUI から実行します。 

• 管理用ユーザーで LifeKeeper GUI にログインしておく必要があります。 
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1. 行「 ol.E」の、列「D 2」の欄を右クリ クし、「サービス開始」を選択します。 

 
 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

188 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

2. 内容を確認し、「サービス開始」をクリ クします。 
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3. サーバー2 へのスイ チオーバー処理が実行されます。正常に終了したことを確認し、

「完了」をクリ クします。 
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4. リソース一覧画面で、 リュームリソース「 ol.E」が、「db1.domain」で クティブ

になっていることを確認します。 

 
 

 

3.12.2. 3.10.2～3.10.5の手順を実行 

 

サーバー2で 3.10.2～3.10.5の手順を実行します。 

なお、3.11の手順は実行しません。 
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3.13. LifeKeeper HAクラスター向けの設定変更 

 

LifeKeeper で HAクラスターを構成するための要件を満たすよう、Oracle の設定を変更し

ます。サーバー1とサーバー２で実施する内容が一部異なる点に注意してください。 

 

3.13.1. サーバー1で実行する設定変更 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

 

1. LifeKeeper GUI で IP リソース「10.0. 7.99」と リュームリソース「 ol.E」をサー

バー1で クティブにします。手順は .10.1 を参考にしてください。 

2. 管理者権限で マンドプロンプトを起動します。 

3. Oracle インスタンスに対応する Windows サービスを起動し、初期化パラメータ

LOCAL_LISTE ERの値を確認します。 

LOCAL_LISTE ERは、リス ーの ドレス情報を設定するための初期化パラメータで

す。 

以下に実行例を示します。 

C:¥Windows¥system32>sc.exe start OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 2  START_PENDING 
                                (NOT_STOPPABLE, NOT_PAUSABLE, IGNORES_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x7d0 
        PID                : 5536 
        FLAGS              : 
 
C:¥Windows¥system32>sc.exe query OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 4  RUNNING 
                                (STOPPABLE, PAUSABLE, ACCEPTS_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x0 
 
C:¥Windows¥system32>set ORACLE_SID=ORCLCDB 
C:¥Windows¥system32>sqlplus / as sysdba 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 13:35:44 2024 
Version 19.25.0.0.0 
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Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 
 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
SQL> show parameter LOCAL_LISTENER 
 
NAME                        TYPE                   VALUE 
------------------------ ---------------------- ------------------------------ 
local_listener            string                 LISTENER_ORCLCDB 
SQL> exit 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 

Version 19.25.0.0.0との接続が切断されました。 
 
C:¥Windows¥system32> 
 

 .10 の手順に従って Oracle データベースを作成すると、初期化パラメータ

LOCAL_LISTE ERの値は、「LISTE ER_<ORACLE_SID>」となります。 

こ れ は   ト サ ー ビ ス 名 で あ り 、 具 体 的 な  ド レ ス 情 報 は

<ORACLE_HOME>\network\admin\tnsnames.ora に記載されています。 

 

4. Oracle インスタンスに対応するWindowsサービスを停止します。 

以下に実行例を示します。 

C:¥Windows¥system32>sc.exe stop  OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 3  STOP_PENDING 
                                (STOPPABLE, PAUSABLE, ACCEPTS_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x1 
        WAIT_HINT          : 0x15f90 
 
C:¥Windows¥system32>sc.exe query OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 1  STOPPED 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x0 
 
C:¥Windows¥system32> 

 

本書の手順に従っている場合、ここでOracle リス ーに対応するWindows サービスは

起動していないはずですが、起動している場合、これも停止します。 
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5. SPFILE サーバーパラメーターファイル をリソースによって保 される記憶域 サー

バー間で共有される記憶域 に配置します。 

以下に実行例を示します。 

C:¥Windows¥system32>set ORACLE_HOME=D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1 
C:¥Windows¥system32>set ORACLE_SID=ORCLCDB 
C:¥Windows¥system32>move %ORACLE_HOME%¥database¥spfile%ORACLE_SID%.ora E:¥oracl
e 

        1 個のファイルを移動しました。 
 
C:¥Windows¥system32>dir E:¥oracle 

 ドライブ E のボリューム ラベルは oradata です 

 ボリューム シリアル番号は 9C7E-1B2F です 
 

 E:¥oracle のディレクトリ 
 
2024/11/22  13:42    <DIR>          . 
2024/11/22  13:42    <DIR>          .. 
2024/11/21  21:07    <DIR>          fast_recovery_area 
2024/11/21  21:07    <DIR>          oradata 
2024/11/22  13:34             3,584 SPFILEORCLCDB.ORA 

               1 個のファイル               3,584 バイト 

               4 個のディレクトリ  92,761,976,832 バイトの空き領域 
 
C:¥Windows¥system32> 

 

6. デフォルトの位置 <ORACLE_HOME>\database\init<ORACLE_SID>.ora に以下

の内容で PFILE テキスト形式の初期化パラメーターファイル を作成します。 

SPFILE=E:¥oracle¥spfile<ORACLE_SID>.ora 

   以下に例を示します。 

SPFILE=E:¥oracle¥spfileORCLCDB.ora 

 

7. <ORACLE_HOME>\network\admin\tnsnames.ora の  トサービス名の設定で、

ホスト名および IP ドレスの箇所を 想 IP ドレスに置き換えます。 

以下に変更例 変更前後の比較 を示します。 

ORCLCDB = 
  (DESCRIPTION = 
    (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = db1)(PORT = 1521)) 
    (CONNECT_DATA = 
      (SERVER = DEDICATED) 
      (SERVICE_NAME = orclcdb) 
    ) 
  ) 
 
LISTENER_ORCLCDB = 
  (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = db1)(PORT = 1521)) 
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  ↓ 

ORCLCDB = 
  (DESCRIPTION = 
    (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 10.0.57.99)(PORT = 1521)) 
    (CONNECT_DATA = 
      (SERVER = DEDICATED) 
      (SERVICE_NAME = orclcdb) 
    ) 
  ) 
 
LISTENER_ORCLCDB = 
  (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 10.0.57.99)(PORT = 1521)) 

8. <ORACLE_HOME>\network\admin\listener.ora のリスニング ドレスの設定で、

ホスト名および IP ドレスの箇所を 想 IP ドレスに置き換えます。また、静的サー

ビス登録設定を追加します。 

以下に変更例 変更前後の比較 を示します。 

ORCLCDB = 
  (DESCRIPTION_LIST = 
    (DESCRIPTION = 
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = db1)(PORT = 1521)) 
      (ADDRESS = (PROTOCOL = IPC)(KEY = EXTPROC1521)) 
    ) 
  ) 
 
SID_LIST_ORCLCDB = 
  (SID_LIST = 
    (SID_DESC = 
      (SID_NAME = CLRExtProc) 
      (ORACLE_HOME = D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1) 
      (PROGRAM = extproc) 
      (ENVS = "EXTPROC_DLLS=ONLY:D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥bin¥oraclr19.
dll") 
    ) 
  ) 

↓ 

ORCLCDB = 
  (DESCRIPTION_LIST = 
    (DESCRIPTION = 
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 10.0.57.99)(PORT = 1521)) 
      (ADDRESS = (PROTOCOL = IPC)(KEY = EXTPROC1521)) 
    ) 
  ) 
 
SID_LIST_ORCLCDB = 
  (SID_LIST = 
    (SID_DESC = 
      (SID_NAME = CLRExtProc) 
      (ORACLE_HOME = D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1) 
      (PROGRAM = extproc) 
      (ENVS = "EXTPROC_DLLS=ONLY:D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥bin¥oraclr19.
dll") 
    ) 
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    (SID_DESC = 
      (GLOBAL_DBNAME = orclcdb) 
      (ORACLE_HOME = D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1) 
      (SID_NAME = orclcdb) 
    ) 
  ) 

 

9. Oracle リス ーに対応するWindowsサービスを起動します。併せて、リスニング ド

レスが 想 IP  ドレスになっていること、静的サービス登録が行われていることを確

認します。 

以下に実行例を示します。 

C:¥Windows¥system32>sc.exe start OracleOraDB19Home1TNSListenerORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleOraDB19Home1TNSListenerORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 2  START_PENDING 
                                (NOT_STOPPABLE, NOT_PAUSABLE, IGNORES_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x7d0 
        PID                : 3652 
        FLAGS              : 
 
C:¥Windows¥system32>lsnrctl status ORCLCDB 
 

LSNRCTL for 64-bit Windows: Version 19.0.0.0.0 - Production on 22-11月-2024 13:5
3:31 
 
Copyright (c) 1991, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 

(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=10.0.57.99)(PORT=1521)))に接続中 

リスナーのステータス 
------------------------ 

別名                      ORCLCDB 

バージョン                TNSLSNR for 64-bit Windows: Version 19.0.0.0.0 - Product
ion 

開始日                    22-11月-2024 13:53:20 

稼働時間                  0 日 0 時間 0 分 10 秒 

トレース・レベル          off 

セキュリティ              ON: Local OS Authentication 
SNMP                      OFF 

パラメータ・ファイル      D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥network¥admin¥listene
r.ora 

ログ・ファイル            D:¥oracle¥diag¥tnslsnr¥db1¥orclcdb¥alert¥log.xml 

リスニング・エンドポイントのサマリー... 
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=10.0.57.99)(PORT=1521))) 
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(PIPENAME=¥¥.¥pipe¥EXTPROC1521ipc))) 

サービスのサマリー... 

サービス"CLRExtProc"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"CLRExtProc"、状態 UNKNOWNには、このサービスに対する 1件のハンドラがあ

ります... 
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サービス"orclcdb"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"orclcdb"、状態 UNKNOWNには、このサービスに対する 1件のハンドラがありま

す... 

コマンドは正常に終了しました。 
C:¥Windows¥system32> 

 

10. Oracle インスタンスに対応する Windows サービスが起動すること、リス ーに動的

サービス登録が行われることを確認します。 

以下に実行例を示します。 

C:¥Windows¥system32>sc.exe start OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 2  START_PENDING 
                                (NOT_STOPPABLE, NOT_PAUSABLE, IGNORES_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x7d0 
        PID                : 4516 
        FLAGS              : 
 
C:¥Windows¥system32>sc.exe query OracleServiceORCLCDB 
 
SERVICE_NAME: OracleServiceORCLCDB 
        TYPE               : 10  WIN32_OWN_PROCESS 
        STATE              : 4  RUNNING 
                                (STOPPABLE, PAUSABLE, ACCEPTS_SHUTDOWN) 
        WIN32_EXIT_CODE    : 0  (0x0) 
        SERVICE_EXIT_CODE  : 0  (0x0) 
        CHECKPOINT         : 0x0 
        WAIT_HINT          : 0x0 
 
C:¥Windows¥system32>set ORACLE_SID=ORCLCDB 
 
C:¥Windows¥system32>sqlplus / as sysdba 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 14:02:54 2024 
Version 19.25.0.0.0 
 
Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 
 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
SQL> SELECT status FROM V$INSTANCE; 
 
STATUS 
------------------------ 
OPEN 
 
SQL> exit 
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Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 

Version 19.25.0.0.0との接続が切断されました。 
 
C:¥Windows¥system32>lsnrctl status ORCLCDB 
 

LSNRCTL for 64-bit Windows: Version 19.0.0.0.0 - Production on 22-11月-2024 14:0
3:21 
 
Copyright (c) 1991, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 

(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=10.0.57.99)(PORT=1521)))に接続中 

リスナーのステータス 
------------------------ 

別名                      ORCLCDB 

バージョン                TNSLSNR for 64-bit Windows: Version 19.0.0.0.0 - Product
ion 

開始日                    22-11月-2024 13:53:20 

稼働時間                  0 日 0 時間 10 分 1 秒 

トレース・レベル          off 

セキュリティ              ON: Local OS Authentication 
SNMP                      OFF 

パラメータ・ファイル      D:¥oracle¥product¥19.0.0¥dbhome_1¥network¥admin¥listene
r.ora 

ログ・ファイル            D:¥oracle¥diag¥tnslsnr¥db1¥orclcdb¥alert¥log.xml 

リスニング・エンドポイントのサマリー... 
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=10.0.57.99)(PORT=1521))) 
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(PIPENAME=¥¥.¥pipe¥EXTPROC1521ipc))) 
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcps)(HOST=db1.adtest.contoso.com)(PORT=5500)
)(Security=(my_wallet_directory=D:¥ORACLE¥admin¥orclcdb¥xdb_wallet))(Presentati
on=HTTP)(Session=RAW)) 

サービスのサマリー... 

サービス"4dc4a5a7d80c4e2fa151b36b1b137087"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"orclcdb"、状態 READYには、このサービスに対する 1件のハンドラがあります
... 

サービス"52448234712340b69f274bcc790ecfe0"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"orclcdb"、状態 READYには、このサービスに対する 1件のハンドラがあります
... 

サービス"CLRExtProc"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"CLRExtProc"、状態 UNKNOWNには、このサービスに対する 1件のハンドラがあ

ります... 

サービス"aa2326f5275847d482ea6e98882385ca"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"orclcdb"、状態 READYには、このサービスに対する 1件のハンドラがあります
... 

サービス"orclcdb"には、2件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"orclcdb"、状態 UNKNOWNには、このサービスに対する 1件のハンドラがありま

す... 

  インスタンス"orclcdb"、状態 READYには、このサービスに対する 1件のハンドラがあります
... 

サービス"orclcdbXDB"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"orclcdb"、状態 READYには、このサービスに対する 1件のハンドラがあります
... 

サービス"orclpdb1"には、1件のインスタンスがあります。 

  インスタンス"orclcdb"、状態 READYには、このサービスに対する 1件のハンドラがあります
... 

サービス"orclpdb2"には、1件のインスタンスがあります。 
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  インスタンス"orclcdb"、状態 READYには、このサービスに対する 1件のハンドラがあります
... 

コマンドは正常に終了しました。 
 
C:¥Windows¥system32> 

 

• インスタンスが正常に起動しない場合は、初期化パラメーターファイルの構成に誤り

がないかなどを確認してください。 

• 動的サービス登録が適切に実行されない場合は、Oracle データベースの初期化パラ

メータ LOCAL_LISTE ER に、リス ーの ドレス情報を正しく設定しているかを確

認してください。 

 

11. ドメイン構成の場合、ORA_D A ローカルグループに localadm1 ローカルユーザーを

追加します。これは、localadm1 ローカルユーザーで起動される LifeKeeper が、OS認

証でOracle インスタンスに  できるようにするためです。 

「ローカルユーザーとグループ」を起動します。 

 「スタート」→「Windows システムツール」→「ファイル名を指定して実行」→ 

“lusrmgr.msc”  

12. 左ツリーから「ローカルユーザーとグループ」→「グループ」を選択し、ORA_D Aロー

カルグループを右クリ クして、「グループに追加」 
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13. 「追加」をクリ ク 
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14. 「選択するオブジェクト名を入力してください」に”D \localadm1”と入力して「名前

の確認」 

 
 

15. 名前が確認されたことを確認して「OK」 
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16. 「所属するメンバー」に localadm1ローカルユーザーが追加されたことを確認して「OK」 

 

 
 

3.13.2. サーバー2で実行する設定変更 

 

• 管理用ユーザーでWindows デスクト プ環境にログオンして実行します。 

 

1. SPFILE <ORACLE_HOME>\database\spfile<ORACLE_SID>.ora を削除します。

これは、SPFILEに E:\oracle\spfileORCLCD .ora を 用させたいためです。 

2. サーバー1で実行した☆ . ～ 8. の作業をサーバー2で実施します。 
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3. サーバー1で実行した☆11. ～ 16. の作業をサーバー2で実施します。 

ただし、ORA_D A ローカルグループにメンバーを追加するとき、「選択するオブジェ

クト名を入力してください」には、”D 1\localadm1”ではなく、”D 2\localadm1”と

入力します。 
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3.14. Oracleリソースの作成 

 

Oracle リソースを作成します。Oracle リソースはOracle インスタンスとOracle リス ー

に対応します。 

 

• 対象のOracle データベースが起動している必要があります。 

• LifeKeeper GUI から実行します。 

• 管理用ユーザーで LifeKeeper GUI にログインしておく必要があります。 

 

1. LifeKeeper GUI 上部のツールバーの「リソース階層の作成」をクリ クします。 
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2. 「リソース階層の作成」ダイ ログが表示されます。「プライマリサーバ」にサーバー1

 ”D 1” を、「バ ク  プサーバ」にサーバー2 ”D 2” を選択し、「次へ>」をク

リ クします。 
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3. 「保 する プリケーション」に「Oracle」を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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4. 「Oracle ホーム・ディレクトリの選択」に対象の ORACLE_HOME の名前

 “OraD 19Home1” を選択し、「次へ>」をクリ クします。 

同一サーバーに複数のORACLE_HOMEを導入した場合は、ORACLE_HOMEの名前が

例とは異なるものになる場合がありますが、一般的な構成ではORACLE_HOMEの名前

は例と同じ“OraD 19Home1”ものになるはずです。 
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5. 「Oracle SID に選択」に対象のOracle インスタンスのSIDを選択し、「次へ>」をク

リ クします。下記例はCD 構成の場合です。 
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6. 「Oracle ユーザ名の入力」は、空欄のままとして、「次へ>」をクリ クします。 

OS認証が 用可能な場合は、空欄のままでよいです。本書の手順に従うと、OS認証が

 用可能となっているはずです。 

なんらかの理由でOS認証が 用できない場合は、「Oracle ユーザ名の入力」に「SYS」

を入力し、後 する画面で SYSユーザーのパス ードを入力する必要があります。 
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7. 「オプショ ル・サービス」に「 O E」を選択し、「次へ>」をクリ クします。 

なお、Oracle Database のスケジューラーを用いてOS マンドをスケジュール実行す

る場合 外部ジョブ は、OracleJobScheduler<ORACLE_SID>サービスを「オプショ

 ル・サービス」に指定します。 
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8. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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9. Oracle リソースの作成が成功したことを確認し、「次へ>」をクリ クします。 
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10. リソースの拡張チェ クが成功したことを確認し、「次へ>」をクリ クします。 
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11. デフォルト値を受け入れ、「拡張」をクリ クします。 
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12. リソースの拡張が成功したことを確認し、「終了」をクリ クします。 
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13. ステータス表示用テーブルに、Oracle リソース ”ORCLCD ” の行が追加されます。

Oracle リソースの表示内容から、Oracle リソースは、サーバー1 ”D 1” で クティ

ブであること、サーバー2 ”D 2” でスタンバイであることがわかります。 
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14. ステータス表示用テーブルの左側のツリー表示で、Oracle リソース ”ORCLCD ” の

左にある”+”をクリ クすると、ツリー表示が展開され、Oracle リソースが依存するリ

ソースを表示できます。 

 
 

上記作業の結果、LifeKeeper のリソース階層 タグ名で記載 は以下のようになります。 

ORCLCDB 
 ip-10.0.57.99   
 Vol.E              

• リソースの具体的なタグ名、表示順は環境および設定により異なります。 
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3.15. Oracle Pluggable Databaseリソースの作成 

 

CD 構成の場合、CD 内の PD に対してOracle Pluggable Database リソースを作成し

ます。 

 

• 対象の Oracle Pluggable データベースを含む Oracle インスタンスが起動している

必要があります。 

• LifeKeeper GUI から実行します。 

• 管理用ユーザーで LifeKeeper GUI にログインしておく必要があります。 

 

1. LifeKeeper GUI 上部のツールバーの「リソース階層の作成」をクリ クします。 
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2. 「リソース階層の作成」ダイ ログが表示されます。「プライマリサーバ」にサーバー1

 ”D 1” を、「バ ク  プサーバ」にサーバー2 ”D 2” を選択し、「次へ>」をク

リ クします。 
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3. 「保 する プリケーション」に「Oracle Pluggable Database」を選択し、「次へ>」

をクリ クします。 
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4. 「データベースのORACLE_SID」に対象の PD を含むOracle データベース Oracle

インスタンス のSID を選択し、「次へ>」をクリ クします。 
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5. 「Oracle PD を選択してください。」に、保 対象の PD を選択し、「次へ>」をクリ 

クします。保 対象の PD が複数ある場合は、Ctrl キーを押してクリ クすることで、

複数の PD を選択できます。 
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6. デフォルト値を受け入れ、「作成」をクリ クします。 
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7. Oracle Pluggable Database リソースの作成が成功したことを確認し、「次へ>」をク

リ クします。 
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8. デフォルト値を受け入れ、「次へ>」をクリ クします。 
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9. リソースの拡張チェ クが成功したことを確認し、「次へ>」をクリ クします。 

 

 
 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

226 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

10. デフォルト値を受け入れ、「拡張」をクリ クします。 
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11. リソースの拡張が成功したことを確認し、「終了」をクリ クします。 
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12. ステータス表示用テーブルに、Oracle Pluggable Database リソース ”pdb-

ORCLCD ” の行が追加されます。表示内容から、Oracle Pluggable Database リソー

スは、サーバー1 ”D 1” で クティブであること、サーバー2 ”D 2” でスタンバ

イであることがわかります。 
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13. ステータス表示用テーブルの左側のツリー表示で、Oracle Pluggable Database リソー

ス ”pdb-ORCLCD ” の左にある”+”をクリ クすると、ツリー表示が展開され、Oracle 

Pluggable Database リソースが依存するリソースを表示できます。 

 

 
 

上記作業の結果、LifeKeeper のリソース階層 タグ名で記載 は以下のようになります。 

pdb- ORCLCDB         
 ORCLCDB            
  ip-10.0.57.99   
  Vol.# 

• リソースの具体的なタグ名、表示順は環境および設定により異なります。 
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3.16. Oracle Clientの接続設定 

 

クラスター外のホストからクラスターの Oracle データベースに  する設定を行います。

以下の実行例では2.1 の「D クライ ント」からOracle データベースに  しています。

なお、Oracle Client を導入したクラスター外のホストを確保することが難しい場合は、代

わりにD サーバーを用いて  確認を行うこともできます。また、systemユーザーのパ

ス ードを「Pass123.」としています。 

 

1.   可能であることを事前に確認するため、設定不要な方法 簡易   で Oracle イ

ンスタンスに  します。 

以下に実行例を示します。 

C:¥>sqlplus system/Pass123.@10.0.57.99:1521/ORCLCDB 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 16:37:42 2024 
Version 19.25.0.0.0 
 
Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 

最終正常ログイン時間: 木 11月 21 2024 21:53:50 +09:00 
 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
SQL> exit 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 

Version 19.25.0.0.0との接続が切断されました。 
 
C:¥Windows¥system32> 

 

  に失敗した場合は、何らかの問題があります。Oracle リス ーやOracle インスタンス

の起動状態などを確認してください。 

 

2. <ORACLE_HOME>\network\admin\tnsnames.ora に Oracle インスタンスに  

するための  トサービス名を定義します。 

以下に設定例を示します。 

ORCLCDB = 
  (DESCRIPTION = 
    (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 10.0.57.99)(PORT = 1521)) 
    (CONNECT_DATA = 
      (SERVER = DEDICATED) 
      (SERVICE_NAME = orclcdb) 
    ) 
  ) 
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3. 2. で定義した  トサービス名を用いて  します。 

以下に実行例を示します。 

C:¥> sqlplus system/Pass123.@ORCLCDB 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 16:38:26 2024 
Version 19.25.0.0.0 
 
Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 

最終正常ログイン時間: 金 11月 22 2024 16:37:42 +09:00 
 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
SQL> exit 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 

Version 19.25.0.0.0との接続が切断されました。 

4. <ORACLE_HOME>\network\admin\tnsnames.ora に PD に  するための  

トサービス名を定義します。 

以下に設定例を示します。 

ORCLPDB1 = 
  (DESCRIPTION = 
    (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 10.0.57.99)(PORT = 1521)) 
    (CONNECT_DATA = 
      (SERVER = DEDICATED) 
      (SERVICE_NAME = orclpdb1) 
    ) 
  ) 
 
ORCLPDB2 = 
  (DESCRIPTION = 
    (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 10.0.57.99)(PORT = 1521)) 
    (CONNECT_DATA = 
      (SERVER = DEDICATED) 
      (SERVICE_NAME = orclpdb2) 
    ) 
  ) 

 

5. 2. で定義した  トサービス名を用いて  します。 

以下に実行例を示します。 

C:¥> sqlplus system/Pass123.@ORCLPDB1 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 17:38:38 2024 
Version 19.25.0.0.0 
 
Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
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最終正常ログイン時間: 木 11月 21 2024 21:53:50 +09:00 
 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
SQL> show con_name 
 
CON_NAME 
------------------------------ 
ORCLPDB1 
SQL> exit 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 

Version 19.25.0.0.0との接続が切断されました。 

 

C:¥>sqlplus system/Pass123.@ORCLPDB2 
 

SQL*Plus: Release 19.0.0.0.0 - Production on 金 11月 22 17:39:26 2024 
Version 19.25.0.0.0 
 
Copyright (c) 1982, 2024, Oracle.  All rights reserved. 
 

最終正常ログイン時間: 金 11月 22 2024 17:38:39 +09:00 
 
 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 
Version 19.25.0.0.0 

に接続されました。 
SQL> show con_name 
 
CON_NAME 
------------------------------ 
ORCLPDB2 
SQL> exit 
Oracle Database 19c Standard Edition 2 Release 19.0.0.0.0 - Production 

Version 19.25.0.0.0との接続が切断されました。 
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3.17. 動作確認（スイッチオーバー） 

 

HAクラスターが正常に構成されたことを確認するため、以下の手順でスイ チオーバー処

理を実行します。 

 

CDB構成のデータベースの場合 

 

1. 行「pdb-ORCLCD 」の、列「D 2」の欄を右クリ クし、「サービス開始」を選択しま

す。 

 

 
 

  



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

234 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

2. 内容を確認し、「サービス開始」をクリ クします。 
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3. サーバー2 へのスイ チオーバー処理が実行されます。正常に終了したことを確認し、

「完了」をクリ クします。 
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4. リソース一覧画面で、Oracle Pluggable Database リソース「pdb-ORCLCD 」および

その依存リソースが、「D 2」で クティブになっていることを確認します。 
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非CDB構成のデータベースの場合 

  

1. 行「ORCL」の、列「D 2」の欄を右クリ クし、「サービス開始」を選択します。 
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2. 内容を確認し、「サービス開始」をクリ クします。 
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3. サーバー2 へのスイ チオーバー処理が実行されます。正常に終了したことを確認し、

「完了」をクリ クします。 
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4. リソース一覧画面で、Oracle Database リソース「ORCL」およびその依存リソースが、

「D 2」で クティブになっていることを確認します。 
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4. 補足 

 

4.1. Oracleの導入後に LifeKeeperを構成する場合 

 

本書の手順では、Oracle 導入作業の前後に、LifeKeeper の導入作業を実行しています。 

状況によっては、Oracle の導入作業を完了してから、LifeKeeper の導入作業を実行したい

場合があります。この場合は、以下の手順で実行してください。 

 

[Oracle の導入作業] 

 .1. サーバーおよびストレージ、  ト ークの準備 

 .2. サーバーの OS 設定  

 .9. Oracle ソフトウェ のインストール 

 .10. Oracle データベースの作成 サーバー1   

 .11. データベース関連ファイルの退避  ※:共有ディスク構成の場合 

・  .11 で作成したデータベース関連ファイルが、次の  .12 で上書きされないよ

うに、別の場所にデータベース関連ファイルを退避します。 

 .12. Oracle データベースの作成 サーバー2   

データベース関連ファイルの退避  ※:レプリケーション構成の場合  

・  .12でサーバー2のローカルディスクに作成したデータベース関連ファイルが、

 .8 でミラータイプの リュームリソースを作成したときに上書きされないよ

うに、別の場所にデータベース関連ファイルを退避します。 

 

[LifeKeeper の導入作業] 

 . . LifeKeeper for Windows のインストール  

 . . LifeKeeper GUI の起動 

 . . サーバー2 に    

 .6.  ミュニケーションパスの作成 

 .7. IP リソースの作成  想 IP  ドレスの作成   

 .8.  リュームリソースの作成  

 .1 . LifeKeeper HA クラスター向けの設定変更 

 .1 . Oracle リソースの作成  

 .1 . Oracle Pluggable Database リソースの作成 ※: CD 構成の場合 

 

4.2. Oracleユーザーのパスワード期限 

 



LifeKeeper for Windows 構成ガイド (Oracle 19c 用) 

242 
©2025 SIOS Technology, Inc. 

    

本文書では、LifeKeeper から Oracle へ  する際にOS認証を 用しており、パス ード

認証を 用していません。パス ード認証を 用する場合は、パス ードの期限切れに注意

してください。 

 

状況が許すのならば、パス ード期限を無期限にすることも一案です。 

以下に実行例を示します。 

SQL> SELECT profile, limit FROM DBA_PROFILES 
  2    WHERE profile = 'DEFAULT' 
  3      AND resource_name='PASSWORD_LIFE_TIME'; 
 
PROFILE                  LIMIT 
------------------------ ------------------------ 
DEFAULT                  180 
 
SQL> ALTER PROFILE default limit PASSWORD_LIFE_TIME unlimited; 
 

プロファイルが変更されました。 
 
SQL> SELECT profile, limit FROM DBA_PROFILES 
  2    WHERE profile = 'DEFAULT' 
  3      AND resource_name='PASSWORD_LIFE_TIME'; 
 
PROFILE                  LIMIT 
------------------------ ------------------------ 
DEFAULT                  UNLIMITED 

 

4.3. 保護対象のOracleデータベースが複数ある場合の注意点 

 

LifeKeeper for Windows 用 Oracle Recovery Kit の制約により、保 対象のOracle デー

タベースが複数ある場合、データベースごとに ORACLE_HOME および Oracle リス ー、

 想 IP ドレスを構成する必要があります。 

また、保 対象の Oracle データベースが複数ある場合に限ったものではありませんが、

Oracle リス ーの名前はOracle インスタンス Oracle データベース のSIDと同じであ

る必要があります。 
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5. 免責事項 

 

• 本書に記載された情報は予告なしに変更、削除される場合があります。最新のものを

ご確認ください。 

• 本書に記載された情報は、全て慎重に作成され、記載されていますが、本書をもって、

その妥当性や正確性についていかなる種類の保証もするものではありません。 

• 本書に含まれた誤りに起因して、本書の利用者に生じた損害については、サイオステ

クノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 

• 第三者による本書の記載事項の変更、削除、ホームページ及び本書等に対する不正な

 クセス、その他第三者の行ためにより本書の利用者に生じた一切の損害について、

サイオステクノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 

• システム障害などの原因によりメールフォームからのお問い合せが届かず、または延

着する場合がありますので、あらかじめご了承ください。お問い合せの不着及び延着

に関し、サイオステクノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 
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権は、サイオステクノロジー株式会社に帰属します。その全部、一部を問わず、サイオス

テクノロジー株式会社の許可なく本書を複製、転用、転載、公衆への送信、販売、翻案そ

の他の二次利用をすることはいずれも禁止されます。また ンテンツの改変、削除につい
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